
納
言
動
鮮
が
ニ
論
語
ノ
訓
説
ヲ
(
ウ
)
ケ

奉
和
寄
ノ
道
マ
テ
モ
カ
タ
リ
出
タ
マ
ヒ
遁

遥
(
院
内
府
ノ
)
御
点
ナ
ト
申
ウ
ケ
侍
シ

古
ノ
事
マ
テ
ヒ
(
ト
リ
コ
ト
)
シ
テ
カ
キ

ツ
ケ
侍
ル
ナ
ラ
ン

こ
れ
に
よ
る
と
顕
警
は
、
か
つ
て
迫
遥
院
三

条
西
実
隆
の
添
削
も
受
け
た
こ
と
が
あ
る
ら
し

く
、
直
接
中
央
歌
壇
の
歌
人
と
も
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
百
首
に
は
、
弥
陀

に
よ
る
救
済
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
の
な
い
顕
警

の
、
弥
陀
に
対
す
る
信
敬
恋
慕
の
思
い
を
直
接

詠
み
あ
げ
た
も
の
が
多
い
c

龍
谷
大
学
本
(
図

書
番
号
O
一
二
・
二
二
七
)
の
仮
綴
本
は
、
欠

損
部
分
、
及
び
判
読
不
明
箇
所
が
多
い
が
、
天

正
十
四
年
二
五
八
六
)
の
現
存
最
古
の
写
本

で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。

次
に
『
九
代
抄
」
は
、
室
町
期
の
連
歌
師
牡

丹
花
開
柏
の
撰
集
し
た
勅
撰
集
の
秀
歌
撰
で
あ

る
。
文
亀
三
年
二
五

O
三
)
一

O
月
の
成
立

で
、
後
撰
集
か
ら
続
後
撰
集
に
至
る
九
つ
の
勅

撰
集
か
ら
秀
歌
を
選
ぴ
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・

恋
・
雑
の
六
つ
の
部
立
に
再
編
成
し
た
も
の
で

あ
る
む
こ
れ
に
は
歌
本
文
だ
け
の
も
の
と
、
そ

れ
に
加
注
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
種
が
あ
る
。
血

谷
大
学
本
{
図
書
番
サ
O
一
二
・
三
四
一
、
こ

は
歌
本
文
だ
け
の
零
本
で
、
室
町
後
期
に
狩
り

さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
本
文
は
、
春
部
と
、
夏

部
の
前
半
を
欠
い
て
い
て
、
夏
部
の
途
中
の
次

の
歌
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

花
な
れ
や
と
山
の
春
の
朝
ほ
ら
け
嵐
に
か

ほ
る
み
ね
の
白
雲

式
子
内
親
王

た
か
き
こ
の
尾
上
の
桜
た
つ
ぬ
れ
は
官
こ

の
に
し
き
い
く
へ
か
す
み
ぬ

本
書
の
末
尾
に
は
次
の
首
柏
の
元
奥
丹
が
見

ら
れ
る
。右
一
冊
従
後
撰
集
至
続
後
撰
集
遮
眼

銘
肝
之
作
書
者
一
千
五
百
首
九
代
抄
也

送
春
鐘
尽
秋
漏
而
閑
窓
勅
之
専
為
老

横
之
難
堪
樫
覧
又
思
童
蒙
之
不
及
深

求
耳文
亀
第
三
暦
孟
冬
上
旬
弄
花
軒
肖
柏

『
九
代
抄
』
の
諸
本
は
片
山
享
氏
が
奥
書
の

署
名
や
歌
順
の
異
同
等
を
け
掠
準
に
し
て
三
類
に

分
類
さ
れ
て
い
る
が
(
片
山
享
「
「
九
代
抄
』
に

つ
い
て
」
〈
『
甲
南
同
文
」
第
二
八
サ
・
一
九
八

一
年
〉
、
同
「
『
九
代
集
抄
』
解
説
」
〈
『
九
代
集

抄
』
、
古
典
文
庫
第
四
三
五
冊
、
一
九
八
二
年
〉
)
‘

そ
れ
に
よ
る
と
、
龍
谷
大
学
図
許
館
本
は
東
洋

文
醸
岩
崎
本
、
宮
内
庁
内
陵
部
本
等
一
と
同
じ
く

第
三
類
の

A
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
龍
谷

.
大
学
図
書
館
本
は
脊
部
と
、
山
良
部
の
一
部
と
を

欠
く
零
本
で
は
あ
る
が
、
そ
の
川

η時
期
が
成

立
時
期
に
比
較
的
近
い
も
の
で
あ
り
、
本
町
期

書
写
の
数
少
な
い
伝
本
で
あ
る
点
で
口
町
で
あ

る
が
、
そ
の
他
に
、
欣
に
付
さ
れ
て
い
る
注
記

か
ら
第
三
額
本
の
原
初
形
態
を
知
り
狩
る
写
本

で
も
あ
る
点
で
貴
重
な
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
心

最
後
の
『
自
讃
歌
注
」
{
同
書
俳

U
O一一一・

三
五
七
)
は
、
『
円
人
一
首
」
と
合
報
さ
れ
た
袋

綴
の
一
冊
で
、
表
表
紙
見
返
し
に
長
方
形
の

「
写
字
台
之
蔵
書
」
の
朱
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。
裏
表
紙
見
返
し
に
は
次
の
奥
替
が
あ
る
。

此
一
本
雄
為
秘
本
依
所
望
者
写
畢

子
時
明
応
五
年
二
月
八
日

自
讃
歌
は
、
後
鳥
羽
院
以
下
の
新
古
今
当
代

歌
人
一
七
名
各
一

O
首
の
、
計
一
七

O
首
の
秀

歌
撰
で
あ
る
。
撰
者
は
後
鳥
羽
院
と
さ
れ
て
伝

わ
っ
て
い
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
こ
れ
に
室
町

時
代
以
降
多
く
の
注
釈
書
が
著
さ
れ
る
が
、
そ

の
中
、
当
該
本
は
冷
泉
持
為
の
門
弟
で
あ
っ
た

木
戸
孝
範
(
生
没
年
未
詳
、
文
亀
二
年
〈
一
五

O
二
〉
以
後
没
)
の
著
し
た
注
釈
書
で
あ
る
つ

木
戸
孝
範
の
司
自
讃
歌
注
』
は
、
そ
の
伝
本
が

十
本
程
度
現
存
し
て
い
て
、
広
本
系
・
略
本
系

〈

〉

研

究

概

要

報

に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
龍
太
図
書
館
本
は
広

本
系
に
分
類
さ
れ
る
。
当
該
本
は
、
奥
書
を
合

め
全
て
一
筆
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
明
応
五
年

二
四
九
六
)
当
時
の
書
写
本
と
し
て
認
め
て
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
、
著
者
孝
範
の
在
世
時
の
書

写
本
と
し
て
貴
重
な
伝
本
と
い
え
る
。

以
上
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
中
世
歌
書
五

点
の
書
写
本
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
略
述
し
て

き
た
。
そ
の
理
由
は
各
々
に
異
つ
て
は
い
る
が
、

こ
の
五
点
は
学
術
的
な
意
味
で
特
に
貴
重
な
中

世
歌
書
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
c

主主
口。

平
成
二
十
四
(
二

O
ゴ
ご
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
ご
件
{
継
続
一
、
新
規

一
)
、
共
同
研
究
四
件
(
継
続
二
、
新
規
一
一
て
常
設
研
究
三
件
(
継
続
一
、
新
規
二
て
特
別
指
定

研
究
三
件
(
継
続
三
て
そ
し
て
例
入
研
究
二
件
(
新
規
二
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
四
件
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
剛
の
も
と
、
総
研
究
員
数
-
一
二
二

名
の
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
c

研
究
成
果
と
し
て
、
『
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
五
十
一
集
に
共
同
研
究
ほ
か
の
六
遍
な
ら
び

に
恒
例
の
本
研
究
所
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
。
仏
教
文
化
研
究
叢
曹
と
し
て
は
、
「
日
本
仏

教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
悶
辺
(
責
任
編
集
者
赤
松
徹
良
氏
)
」
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
寵
谷

大
学
普
本
設
内
の
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
史
料
第
一
巻
」
(
責
任
制
集
者
平
回
以
志
氏
)
と

仏
教
文
化
研
究
叢
曹
の
コ
大
乗
荘
山
脈
経
論
』
第

m章
の
和
訳
と
注
解
|
供
養
・
師
引
・
無
量
と
く

に
非
無
量

l
」
(
責
任
編
集
者
能
仁
正
顕
氏
)
の
二
冊
も
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

永
年
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

q
d
 

A

指
定
研
究
(
箆
谷
大
学
図
舟
館
蔵
の
貨
重
書
の
研
究
・
出
版
)

ー
、
日
本
語
日
本
文
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歌
書
の
研
究
(
二
年
次
)

主
任
・
大
取
一
応
研
究
日
三
六
名

(
研
究
の
目
的
}
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
年
目
で
は
善
本
叢
舎
に
収
め
る
べ
き
典
籍
「
光

間
百
首
」
「
愚
見
抄
」
「
詞
字
注
」
「
後
鳥
羽
院
自
讃
歌
注
」
「
九
代
抄
」
の



五
点
に
関
し
て
、
ま
ず
は
本
学
図
書
館
所
蔵
本
の
書
誌
的
な
研
究
を
し
、

諸
伝
本
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
各
凶
書
館
に
あ
る
伝
本
を
調
査
し
、
本

学
の
所
蔵
本
の
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
所
期
の

日
的
は
八
割
程
度
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
の
一
部

は
昨
年
十
一
月
に
行
っ
た
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
り
、
仏
教
文

化
研
究
所
の
研
究
叢
書
『
典
籍
と
史
科
」
を
は
じ
め
各
論
文
集
に
掲
載
し

た
。
本
年
度
は
二
年
目
に
入
る
が
、
中
世
歌
書
の
書
誌
的
研
究
を
更
に
押

し
進
め
る
と
共
に
、
善
本
叢
書
所
収
の
中
世
歌
書
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

形
で
そ
の
解
題
を
作
成
し
、
本
研
究
所
の
紀
要
に
載
せ
る
予
定
で
あ
る
c

上
記
に
三
年
間
の
研
究
計
画
と
そ
の
方
法
を
略
述
し
た
が
、
本
研
究
で

は
、
実
際
に
資
料
の
内
容
検
討
を
通
し
て
、
同
類
の
伝
本
中
で
の
位
世
付

け
と
、
内
容
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
各
資

料
が
日
本
和
歌
史
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
は
当
該
資
料
の
検
討
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
和
歌
史
の
勉
強
も
合
わ
せ
て
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

尚
、
三
年
目
に
善
本
来
書
を
出
版
し
た
後
、
四
年
目
に
は
、
三
年
間
の

研
究
成
果
と
し
て
研
究
者
全
員
で
原
稿
を
執
準
し
て
研
究
法
書
を
出
す
予

定
に
し
て
い
る
の

2
、
真
宗
学
選
揮
集
注
解
勧
の
研
究
二
年
次
)

主
任
・
川
添
泰
信
研
究
員
九
名

(
研
究
の
目
的
)
〈
初
年
度
〉

写
本
、
『
選
揮
集
注
解
紗
」
存
覚
・
五
巻
五
冊
(
大
古
図
書
館
写
字
台
文

庫
・
常
楽
台
旧
政
本
)

第
一
・
第
二
、
応
永
二
十
二
二
四
一
五
)
年
五
月
、
松
下
隠
士
某

書
写
第
三
、
顕
忠
告
写

第
四
・
第
五
巻
、
寛
正
四
(
一
四
六
三
)
年
八
月
、
明
覚
書
写
(
イ

ソ
シ
マ
本
)

写
本
、
「
選
捧
集
注
解
紗
』
(
本
派
本
願
寺
蔵
)

第
一
・
第
四
・
第
五
(
イ
ソ
シ
マ
本
)

第
四
(
顕
恵
本
)

(
研
究
会
計
凶
)

(
研
究
計
画
)

第
一

1
第
五
(
応
永
本
)

版
本
、
寛
文
二
(
一
六
六
二
)
年
壬
寅
年
秋
土
日
日
吉
田
庄
左
右
衛
門
板
行

版
本
、
寛
文
二
(
一
六
六
二
)
年
壬
・
珂
年
秋
吉
日
大
坂
心
斎
橋
筋
唐
物

町
北
田
清
左
右
衛
門
の
基
本
資
料
の
収
集

〈
二
年
度
〉

資
料
の
比
較
研
究
な
ら
び
に
底
本
の
翻
刻

〈
三
年
・
民
〉

研
究
の
総
括
と
論
文
執
筆

最
終
的
に
は
『
善
本
叢
書
』
と
し
て
出
版
を
行
う
。

本
研
究
は
写
本
、
「
選
捧
集
注
解
紗
」
存
覚
・
五
巻
五
冊
(
大
宮
図
書

館
写
字
台
文
雄
・
常
来
台
旧
政
本
)

第
一
・
第
二
、
応
永
二
十
二
ご
四
一
五
)
年
五
月
、
松
下
隠
士
某

書
写
第
一
二
、
顕
恵
書
写

第
四
・
第
五
巻
、
寛
正
四
(
一
四
六
三
}
年
八
月
、
明
党
品
川
H

写
を
底

本
と
し
て
翻
刻
を
行
う
u

翻
刻
に
際
し
て
は
、
写
本
、
『
選
持
集
注

解
紗
』
(
本
派
本
願
寺
蔵
)

第
一
・
第
四
・
第
五
(
イ
ソ
シ
マ
本
)

第
四
(
顕
恵
本
)

第
一

1
第
五
(
応
水
本
)

版
本
、
寛
文
二
(
一
六
六
二
)
年
壬
寅
年
秋
吉
日
吉
田
庄
左
右
衛
門
板

行版
本
、
寛
文
二
二
六
六
二
)
年
壬
寅
年
秋
吉
日
大
坂
心
斎
僑
筋
唐
物

町
北
田
清
左
右
衛
門

の
写
本
お
よ
び
版
本
を
参
考
に
し
て
行
う
。
な
お
そ
の
他
「
選
鐸
集
注
解

紗
』
は
『
滞
土
宗
全
書
』
人
巻
(
四
六
九
i
五
三

O
)
に
も
収
載
さ
れ
て

い
る
が
、
何
本
に
よ
っ
た
の
か
解
説
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

研
究
に
つ
い
て
は
、
法
然
が
明
ら
か
に
し
た
『
選
揮
集
」
に
つ
い
て
は
、

法
然
浄
土
教
が
宗
派
と
し
て
展
開
す
る
過
程
に
お
い
て
、
門
弟
に
お
い
て

種
々
の
解
説
書
が
示
さ
れ
て
き
た
。
親
驚
門
流
に
お
い
て
存
覚
の
『
選
採

集
注
解
紗
』
は
も
っ
と
も
初
期
の
「
選
持
集
』
理
解
で
あ
り
、
「
選
持
集
」

が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
静
土
教
の

-4-

h 



別
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
共

に
、
山
川
ハ
京
初
期
の
浄
土
教
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
の

B

共
同
研
究

1
.
臨
床
心
理
学
悩
み
に
対
す
る
宗
教
的
・
心
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
研
究
(
二
年
次
)

主

任

・

古

川

悟

研

究

H
一
O
名

(
研
究
の
目
的
)
現
在
の
日
本
は
、
物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
精
神
的
に
は

貧
し
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
人
々
の
悩
み
は
、
深
刻
化
す
る
と
と
も
に

そ
の
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
c

こ
の
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
は
、
大
き
く
分
け
て

2
種
類
あ
る
と
考
え

る
。
一
つ
は
宗
教
的
な
悩
み
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
心
理
的
な
悩
み
で
あ

る
。
こ
の
宗
教
的
な
悩
み
は
、
仏
教
で
い
う
四
苦
八
世
す
な
わ
ち
生
昔
、

老
苦
、
病
苦
、
死
苦
、
愛
別
離
苦
、
怨
憎
会
苦
、
求
不
得
苦
、
五
通
盛
苦

な
ど
で
あ
り
、
特
に
死
に
対
す
る
悩
み
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

心
開
的
な
悩
み
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
側
々
の
悩
み
で
あ
り
、
こ
の
世

を
加
何
に
生
き
て
い
く
の
か
が
中
心
と
な
る
。

従
来
の
日
本
で
は
、
人
々
の
悩
み
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
と
し
て
、

各
々
の
横
家
守
の
住
職
に
相
識
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近

年
、
人
々
の
悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、

一
定
の
知
識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
臨
床
心
理
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
(
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
)
と
い
う
慨
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し

た。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
生
死
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
な
悩
み
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
(
関
り
)
と
日
常
生
活
を
中
心
と
し
た
心
理
的
悩
み
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
接
点
お
よ
び
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
宗

教
活
動
と
悩
み
の
相
談
活
動
の
統
合
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

〈
前
年
度
〉

宗
教
的
悩
み
と
心
理
学
的
悩
み
の
接
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
理
論
的
に

解
明
し
た
。

具
体
的
に
は
「
臨
床
に
お
け
る
気
付
き
と
宗
教
に
お
け
る
目
覚
め
(
二

O
一
一
こ
に
お
い
て
、
そ
の
悩
み
の
内
容
は
、
宗
教
的
悩
み
は
人
顕
共

(
研
究
計
画
)

通
の
人
間
と
し
て
の
本
質
的
な
悩
み
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
心
理
的
悩
み

は
、
例
人
的
な
日
常
生
活
上
の
悩
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

〈
本
年
度
〉

こ
れ
ら
の
異
な
る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
特

に
仏
教
に
お
け
る
解
決
の
ベ

i
ス
を
、
人
と
人
間
を
超
え
た
も
の
の
智
慧

と
の
関
係
と
し
て
、
心
理
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
人
と
人
と
の
関

係
と
し
て
分
析
し
、
そ
の
内
容
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
つ
ま
た
宗
教
的

情
り
を
「
目
覚
め
」
心
理
的
解
決
を
「
気
づ
き
」
と
し
て
、
両
者
を
比
較

検
討
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
乙

2
、
仏
教
史
学
晴
代
に
お
け
る
遺
塔
・
造
像
銘
文
の
調
査
・
研
究
(
二
年
次
)

主

任

・

佐

藤

智

水

研

究

員

八

名

(
研
究
の
日
的
)
本
研
究
は
、
一
一
一
百
年
に
わ
た
る
分
裂
状
況
を
統
一
し
た
陪
王
朝
が
、
南

北
に
分
か
れ
て
展
開
し
た
諸
地
域
の
仏
教
を
統
合
す
る
と
共
に
新
た
な
展

開
を
み
せ
る
そ
の
あ
り
さ
ま
を
、
文
献
資
料
に
加
え
て
、
造
寺
・
造
塔
・

造
像
銘
文
の
収
集
整
川
町
-
に
よ
っ
て
、
時
代
仏
教
の
一
断
面
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

南
北
朝

i
附
と
い
う
時
代
は
、
仏
教
が
中
岡
全
土
に
広
ま
っ
て
、
寺
院

の
ほ
か
石
仏
・
石
棋
や
石
認
が
無
数
に
造
ら
れ
(
府
の
法
琳
「
弁
正
論
」

に
よ
れ
ば
附
後
期
ま
で
に
百
五
十
万
体
以
上
と
い
う
)
、
そ
れ
ら
に
刻
ま

れ
た
銘
文
史
料
は
飛
躍
的
に
血
富
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文
史
料
は
仏
教

と
皇
帝
支
配
と
の
相
互
関
係
、
地
域
状
況
と
か
か
わ
る
仏
教
の
あ
り
方
、

そ
し
て
人
間
関
係
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
の
流
れ
な
ど
、
地
出
崎
に
反
問

す
る
社
会
像
を
模
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
研
究
の

基
本
的
視
座
で
あ
る
。

ま
た
、
惰
代
は
遺
陪
使
を
通
し
て
我
が
固
と
の
関
係
が
緊
密
化
す
る
時

代
で
あ
り
、
そ
の
窓
味
で
も
中
国
に
反
問
し
た
仏
教
と
日
本
仏
教
と
の
関

係
を
知
る
手
掛
か
り
と
も
な
り
う
る
。

到
達
目
標
は
、
陪
代
に
お
け
る
造
寺
・
造
塔
・
造
像
銘
文
の
目
録
作
成
、

及
ぴ
新
史
料
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る
3

二
O
一
一
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
斉
領
域
に
あ
た
る
河
北
約
・
山
東

省
・
山
西
符
・
河
南
省
地
域
の
う
ち
、
山
西
符
と
山
東
省
の
現
地
調
査
を

行
い
、
未
紹
介
の
石
間
や
追
跡
、
仏
教
文
物
の
史
料
を
収
集
す
る
。
ま
た
、

司、υ

(
研
究
計
画
)



従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
遺
跡
・
文
物
の
所
在
確
認
と
写
真
撮
影
・
造
録
・

拓
本
収
集
を
行
、
ヲ
。

二
O
二
一
年
度
は
、
主
と
し
て
旧
北
同
領
域
に
あ
た
る
山
西
省
・
除
西

符
・
甘
粛
省
・
四
川
省
地
成
の
現
地
調
査
を
行
い
、
未
紹
介
の
石
間
や
遺

跡
、
仏
教
文
物
の
史
料
を
収
集
す
る
。
ま
た
、
収
集
し
た
史
料
に
つ
い
て

整
理
分
析
し
、
惰
代
に
お
け
る
造
像
・
造
塔
銘
の
目
録
を
作
成
す
る
。

3
、
仏
教
学
説
一
切
有
部
思
想
史
の
文
献
学
的
考
察
(
一
年
次
)

主

任

・

青

似

令

知

研

究

員

四

名

(
研
究
の
日
的
)
本
研
究
は
説
一
切
有
部
の
思
想
史
に
つ
い
て
文
献
学
的
考
察
を
通
じ
て

解
明
し
、
個
々
に
独
立
し
た
論
番
群
今
二
つ
の
糸
に
繋
ぎ
あ
わ
せ
、
従
来

の
研
究
に
よ
っ
て
も
な
お
不
明
確
で
あ
っ
た
思
恕
史
の
流
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
最
終
日
的
で
あ
る
。

現
在
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
研
究
が
高
度
に
多
様
化
、
細
分
化
し
て
い
る

中
、
説
一
切
有
部
研
究
に
お
い
て
は
、
『
供
合
論
』
と
そ
の
註
釈
文
献
、

『
婆
沙
論
」
周
辺
の
諸
論
書
、
六
起
論
の
三
つ
の
論
書
群
に
そ
の
研
究
領

域
が
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
は
思
想
史
的
に
見
れ
ば
、
確
立
期

1
・
発
展
期
↑

禦
明
期
と
い
う
発
達
段
階
を
表
わ
し
、
そ
れ
ら
の
間
の
関
係
性
も
種
々
に

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
党
文
な
ど
の
新
出
資
料
の
文
献
研
究

が
進
む
中
、
よ
り
轍
脅
な
文
献
批
判
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来

の
文
献
に
基
づ
く
見
解
も
修
正
を
余
儀
な
く
き
れ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
ま
た
古
来
よ
り
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
文
献
の
中
で
あ
っ
て
も
い

ま
だ
に
全
貌
が
明
か
さ
れ
て
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
上
述
の
三
つ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

文
献
批
判
を
行
な
い
、
当
該
分
野
の
研
究
者
の
た
め
に
資
す
る
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
よ
り
有
部
思
想
史
の
断
面
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
当
面
の
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
に
集
約
す
る
つ

一
、
従
前
の
複
数
の
共
同
研
究
の
成
果
に
よ
り
本
学
に
将
来
さ
れ
た
、
十

数
点
に
及
ぷ
倶
舎
論
関
係
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
諸
写
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
複
製
は
、
そ
れ
以
降
整
期
さ
れ
ぬ
ま
ま
手
っ
か
ず
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
入
手
し
う
る
写
本
複
製
の
網
縦
的
な
収
集
を
目

指
し
な
が
ら
、
数
点
が
い
ま
だ
未
入
手
で
あ
る
。
こ
の
供
舎
論
関
係

の
写
本
資
料
の
整
理
が
急
務
で
あ
る
つ

二
、
説
一
切
右
部
教
学
史
の
上
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
『
婆
沙
論
』
の

成
立
史
を
探
る
た
め
、
二

O
O
巻
全
体
を
情
搬
で
き
る
よ
う
な
資
料

を
作
成
し
、
各
章
節
の
新
古
を
明
ら
か
に
し
て
成
立
事
情
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
結
論
を
導
き
だ
す
。

宅
、
繁
明
期
の
い
わ
ゆ
る
六
足
論
は
、
そ
れ
を
研
究
対
象
と
す
る
学
者
が

少
な
く
、
不
明
確
の
ま
ま
肱
置
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
特

に
『
供
舎
論
」
時
代
ま
で
展
開
す
る
用
語
の
変
遷
を
明
雌
に
す
る
こ

と
で
、
思
想
史
の
最
初
の
流
れ
を
解
明
す
る
。

{
研
究
計
画
)
一
、
民
舎
論
関
係
写
本
に
つ
い
て
、
未
入
手
の
写
本
複
製
は
早
急
に
入
手

す
べ
く
関
係
機
関
と
交
渉
し
、
す
べ
て
の
写
本
複
製
を
完
備
し
た
い
。

同
時
に
現
有
資
料
の
整
理
、
特
に
称
友
(
ペ
2
0
5
1
5
)
の
倶
舎
論

注

G
Z
E
R
5己
の
諸
写
本
の
校
合
作
業
も
進
め
る
の
将
来
的
に

あ
ら
た
な
校
訂
本
の
出
版
も
視
野
に
置
き
、
当
耐
は
従
前
に
懸
案
で

あ
っ
た
第
九
平
破
我
品
の
校
合
か
ら
着
手
す
る
。

一
一
、
『
婆
沙
論
」
三
訳
お
よ
び
関
係
諸
本
を
対
校
し
、
試
況
を
与
え
た
対

間
一
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

三
、
六
足
論
お
よ
び
発
智
論
に
み
ら
れ
る
仏
教
用
語
を
定
義
づ
け
た
部
分

を
抽
出
し
、
用
語
集
を
作
る
つ
こ
こ
で
は
上
の
資
料
の
中
か
ら
も
並

行
し
て
抽
出
作
業
を
行
な
い
、
将
来
的
に
は
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
語
辞

典
の
よ
う
な
も
の
の
完
成
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
は
長
期
計
両
で
あ
り
、
当
面
は
急
務
を
要
す
る
一
か
ら
順
次
手

が
け
、
残
余
も
本
研
究
期
間
の
う
ち
に
大
概
の
目
途
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
進
め
る
。

4
、
真
宗
学
三
業
惑
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
註
釈
(
一
年
次
)

主

任

・

殿

内

恒

研

究

員

六

名

(
研
究
の
目
的
)
江
戸
幕
府
は
宗
教
統
制
政
策
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
諸
宗
派
の
学
問
を

奨
励
し
た
が
、
実
際
の
宗
学
研
錆
は
、
研
究
教
授
機
関
の
整
備
、
修
学
体

系
の
制
度
化
、
さ
ら
に
は
印
刷
技
術
や
出
版
事
業
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
本
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を
手
が
か

り
に
窺
う
も
の
で
あ
る
。

三
業
惑
乱
は
、
本
願
寺
派
第
六
代
能
化
功
存
(
一
七
二

O
i
一
七
九
六
)

-6-



(
研
究
計
画
)

が
著
し
た
『
.
臥
生
帰
命
弁
」
(
一
七
六
回
刊
)
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
る
。
や
が
て
天
明
年
間
に
な
る
と
、
大
麟
(
生
没
年
不
詳
)

や
宝
厳
(
生
没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
批
判
膏
が
出
さ
れ
、
以
後
十
数
年
に

わ
た
り
、
主
と
し
て
批
判
論
駁
替
の
刊
行
を
過
し
て
論
争
が
蹴
り
広
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
『
願
生
帰
命
弁
』
と
、
そ
の
論
駁

書
で
あ
る
大
積
(
一
七
五
九

i
一
八

O
四
)
の
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』

(
一
八

O
一
刊
)
の
み
に
研
究
が
集
中
し
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
」
が
出
版

さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
綴
本
の
ま
ま
翻
刻
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

本
計
両
は
、
「
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
註
釈
的
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
ヴ
具
体
的
に
は
、

三
業
惑
乱
に
関
連
す
る
第
一
次
資
料
群
を
広
く
公
開
し
、
研
究
の
一
助
と

す
る
こ
と
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次
日
標
で
あ
り
、
従
来
の
研

究
で
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
論
争
に
関
す
る
持
籍
群
の
内
容
研

究
を
行
う
こ
と
が
第
二
次
目
標
で
あ
る
。

こ
の
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
二

O
O
八
年
度
以
降
、
共
同
研

究
・
個
人
研
究
を
通
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
連
資
料
の
収

集
、
翻
刻
並
び
に
註
釈
的
研
究
を
継
続
し
て
き
た
。
二

O
二
一
年
度
以
降

も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
成
果
の
上
に
、
よ
り
包
括
的

な
研
究
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
関
連
資
料
の
収
集
と
、
収
集
資

料
の
翻
刻
並
び
に
註
釈
的
研
究
に
向
け
、
引
き
続
き
共
同
研
究
を
申
請
す

る
も
の
で
あ
る
の

二
O
O
八
年
度
以
降
、
功
存
『
願
生
帰
命
弁
』
刊
本
に
加
え
て
、
原
稿

本
・
草
稿
本
の
資
料
収
集
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
註
釈
的
研
究
を

行
つ
で
き
た
り
あ
わ
せ
て
、
関
連
資
料
の
収
集
に
基
づ
い
て
、
「
願
生
対

命
弁
」
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
デ
l
タ
作
成
並
び
に
註
釈
的
研
究
、

第
一
次
批
判
書
へ
の
学
林
側
か
ら
の
論
駁
書
の
翻
刻
デ
ー
タ
作
成
投
ぴ
に

註
釈
的
研
究
、
加
え
て
『
横
超
直
道
金
期
鉾
』
原
稿
本
に
あ
た
る
諸
本
や

善
意
(
芳
山
)
関
連
諸
本
の
収
集
並
び
に
比
較
検
討
等
を
行
っ
て
き
た
む

二
O
一
二
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
関
連
資
料
の
収
集
、

翻
刻
デ

l
タ
の
作
成
と
並
行
し
て
、
三
業
惑
乱
に
お
け
る
論
争
の
全
体
像

の
解
明
を
目
指
し
、
継
続
的
な
研
究
会
等
を
通
し
て
、
第
一
次
批
判
書
、

論
駁
曹
、
第
二
次
批
判
書
等
の
関
連
各
資
料
の
明
確
な
位
置
づ
け
に
向
け

た
、
持
細
な
註
釈
的
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

C

常
設
研
究

l
、
仏
教
史
学
親
鷲
像
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
研
究
(
二
年
次
)

主

任

・

赤

松

徹

民

研

究

員

十

名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
親
驚
像
の
歴
史
的
変
遷
を
文
献
・
図
像
等
の
史
料
を
精
敏

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
変
遷
の
な
か
に
親
鴛
像
の
社
会
的
定

お
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
世
で
の
親
鷺

の
実
像
を
起
点
に
、
そ
の
後
の
親
鷺
像
は
同
時
に
教
問
形
成
に
関
わ
っ
て

親
鷺
像
が
捕
か
れ
、
記
録
さ
れ
、
社
会
的
に
定
析
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
教
団
形
成
に
関
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
親
鷲
像
は
、
近
代
以
降
の
歴

史
仰
の
多
様
性
に
と
も
な
っ
て
、
教
団
が
形
成
し
て
き
た
親
筒
像
と
は
相

違
す
る
親
鷺
像
が
描
か
れ
、
論
じ
ら
れ
で
き
た
り

そ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で
、
本
研
究
は
、
親
鷺
像
の
歴
史
的
変
遷
を

文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
の
検
討
か
ら
、
断
史
的
過
程
・
背
景
と
と
も
に

親
鷺
像
の
歴
史
的
変
遷
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
親
鴛
像
の
宗
教

的
立
場
と
歴
史
社
会
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
知
見
を
提
起
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
年
度
目
と
な
る
本
年
は
、
親
驚
像
の
-
脈
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
文
献
・
同
像
な
ど
の
分
析
・
検
討
を
加
え
て
、
中
間
報
告
を
重
ね
る

こ
と
と
す
る
。

三
年
度
に
は
、
報
鴛
像
の
惟
史
的
変
遷
に
関
す
る
文
献
・
図
像
な
ど
の

分
析
・
検
討
に
基
づ
い
て
、
研
究
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
、
中
間
報
告
を

重
ね
て
、
と
り
ま
と
め
を
行
う
。
。

本
研
究
は
、
親
鷲
像
の
実
像
を
起
点
に
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
親
鴛
像
の
実
像
を
十
三
世
紀
の
歴
史
社
会
お
よ
び
親
驚
を

取
り
巻
く
仏
教
的
環
境
を
踏
ま
え
て
、
専
修
念
仏
に
婦
依
し
て
生
涯
を
歩

ん
だ
親
鷲
の
実
像
を
明
確
に
す
る
よ
そ
し
て
親
鷺
像
の
歴
史
的
変
遺
を
分

析
す
る
に
は
、
諸
本
が
あ
る
『
親
鴛
伝
絵
』
の
抑
制
驚
像
を
分
析
・
検
討
す
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る
こ
と
を
は
じ
め
、
「
鏡
御
影
」
な
ど
の
影
像
や
木
像
な
ど
の
検
討
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
後
の
教
団
形
成
の
な
か
で
親
鷺
像
は
、
一
定
の
定
ま
っ

た
親
鴛
像
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
を
推
進
す
る

に
は
、
文
献
・
記
録
・
岡
像
な
ど
の
収
集
に
よ
る
親
鷺
像
の
整
理
が
必
要

と
な
る
た
め
、
組
織
的
な
研
究
の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
n

さ
ら
に
、
そ
の
親
驚
像
に
は
、
親
鷲
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
?
と
の
関
係
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
方
法
意
識
を
も
っ
て
整
理
す
る
。

ま
た
、
近
代
の
歴
史
社
会
は
、
断
史
像
の
多
様
性
を
生
み
だ
し
、
教
団

の
描
い
た
純
鷲
像
を
相
対
化
す
る
親
驚
像
が
語
ら
れ
‘
記
録
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
多
様
な
親
鷺
像
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
文
献
・
記

録
な
ど
の
収
集
、
整
理
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。

本
研
究
に
は
、
文
献
・
図
像
・
木
像
な
ど
に
見
ら
れ
る
親
鴛
像
の
整
理

が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
史
料
調
査
等
を
ふ
く
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
C

2
、
真
宗
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
真
宗
古
文
献
の
研
究
(
一
年
次
)

主

任

・

内

藤

知

康

研

究

員

十

八

名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
図
内
館
に
は
、
点
宗
関
係
の
山
車
な
十
日
文
献
が
多
数
所
雌
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
他
図
書
鯨
に
例
を
見
な
い
本
学
図
持
館
の
特
徴
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
古
文
献
は
、
主
に
大
山
門
商
費
書
庫
、
写
字
台
文
時
、
新
写

字
台
文
庫
、
龍
谷
崎
等
に
わ
た
っ
て
収
蔵
・
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
ま
だ
そ
の
資
料
的
価
値
や
思
想
内
容
に
関
す
る

評
価
が
、
十
分
で
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
文
献
も
少
な
く
な
い
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
説
さ
れ
る

注
目
す
べ
き
真
宗
古
文
献
を
取
り
上
げ
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る

基
礎
的
な
文
献
研
究
を
通
し
て
、
今
後
の
真
宗
学
研
究
の
史
な
る
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を

H
的
・
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
真
宗
古
文
献
」
と

は
、
基
本
的
に
江
戸
時
代
ま
で
の
真
宗
関
係
の
写
本
な
ら
び
に
版
本
を
意

図
し
て
い
る
。

初
年
度
(
ニ

O
一
二
年
度
)
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

龍
谷
大
学
図
啓
館
所
蔵
を
中
心
と
し
た
真
宗
古
文
献
に
閲
す
る
研
究
成

果
・
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
研
究
状
況
の
把
握
と
整
理
を
行
う
。
ま

た
、
研
究
員
相
互
の
研
鏡
を
目
的
と
し
た
真
宗
古
文
献
に
関
す
る
研
究
会

(
研
究
計
画
)

を
行
う
(
必
.
安
に
応
じ
外
部
講
師
を
招
聴
す
る
)
と
と
も
に
、
研
究
談
話

会
を
開
催
し
て
広
く
意
見
交
換
を
行
、
っ
。

次
年
度
(
一
一

O
一
三
年
度
)
は
、
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集
と
秩
理
、

真
宗
古
文
献
に
関
す
る
研
究
会
、
研
究
談
話
会
の
開
催
を
継
続
し
つ
つ
、

研
究
対
象
と
す
べ
き
文
献
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ら
び
に
個
々
の
文
献
研
究

を
進
め
て
い
く
(
必
要
に
応
じ
翻
刻
作
業
が
伴
う
)
ご

最
終
年
度
(
二

O
一
四
年
度
)
は
、
個
々
の
文
献
研
究
の
継
続
と
と
も

に
、
研
究
談
話
会
等
の
開
催
を
過
し
て
そ
の
成
果
を
共
有
し
、
さ
ら
に
深

め
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
各
種
学
会
で
の
研
究
発
表
・
論
文
執
準
を
行
い
、

最
終
的
な
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
や
ま
た
、
資
料
収
集
の
耕
瑚
を
行
う
。

3
.
仏
教
学
仏
教
写
本
の
文
献
学
的
研
究
(
一
年
次
)

主

任

・

若

原

雄

昭

研

究

員

三

六

名

(
研
究
の
日
的
)
仏
教
研
究
は
先
ず
何
よ
り
も
確
実
な
文
献
学
的
研
究
の
上
に
進
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
文
献
学
的
研
究
は
厳
密
な
写
本
資
料
批
判
に
も
と
づ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
、
同
域
仏
教
、
そ
し
て
日
本
・
中
国
仏
教
を
専
門
領
域
と
す
る
仏
教
学

科
教
員
が
一
体
と
な
り
、
学
外
の
専
門
研
究
者
と
も
連
批
し
つ
つ
、
本
学

所
蔵
の
豊
富
な
資
料
を
活
用
し
又
広
く
国
内
外
に
新
資
料
を
求
め
な
が

ら
、
各
々
の
分
野
に
お
け
る
学
的
基
礎
と
な
る
写
本
資
料
に
関
す
る
共
同

研
究
を
展
開
し
、
以
て
斯
学
の
一
層
の
発
展
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
c

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
領
域
で
は
、
現
在
中
国
西
級
自
治
区
で

次
々
と
再
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
る
党
語
仏
典
写
本
を
中
日
両
凶
の
研
究
者
が

協
力
し
て
研
究
す
る
体
制
を
確
立
し
、
写
本
の
批
判
的
枝
川
出
版
な
ど
を

通
じ
て
世
界
の
仏
教
学
界
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
研
究
分
担
者
粧

の
数
年
来
の
努
力
に
よ
っ
て
、
商
議
僧
院
に
保
存
さ
れ
て
き
た
党
文
写
本

写
真
・
画
像
デ

i
タ
を
保
管
す
る
北
京
の
中
岡
戴
学
研
究
中
心
と
本
学
と

の
緊
密
な
学
術
交
流
は
既
に
軌
道
に
乗
り
、
二

O
一
一
年
秋
に
両
者
聞
の

正
式
な
学
術
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
期
間
内
の
具
体
的
・
個
別
的
な
目
標

は
、
下
記
の
研
究
計
閥
・
方
法
柵
に
お
い
て
写
本
の
研
究
や
出
版
計
画
と

し
て
後
述
す
る
加
く
で
あ
る
。
同
域
分
野
に
於
て
は
、
大
谷
探
検
隊
将
来

万
本
資
料
を
主
た
る
対
象
に
、
同
内
外
の
同
種
資
料
と
も
比
較
対
照
し
つ

。。



(
研
究
計
画
)

つ
継
続
し
て
研
究
し
て
行
く
。
日
本
仏
教
の
分
野
に
於
い
て
は
、
天
台
、

静
土
教
、
法
相
唯
識
、
華
厳
宗
関
連
の
写
本
を
所
蔵
す
る
諸
寺
・
図
書
館

の
所
蔵
調
査
と
研
究
を
進
め
る
。
中
国
仏
教
の
分
野
で
は
、
漢
訳
経
論
写

本
を
中
同
仏
教
教
学
史
と
の
関
連
に
留
立
し
つ
つ
、
ま
た
地
理
的
・
時
代

的
状
況
を
反
映
す
る
石
刻
経
論
と
比
較
し
な
が
ら
研
究
す
る
じ

主
た
る
研
究
目
的
で
あ
る
中
国
践
学
研
究
中
心
と
本
学
と
の
人
的
交
流

を
更
に
推
進
す
る
。
経
・
若
原
両
名
に
他
の
研
究
者
を
加
え
て
問
中
心
訪

問
を
重
ね
交
流
の
実
を
挙
げ
る
。
議
学
中
心
開
か
ら
は
ダ
ン
ド
ゥ
ル
識
学

中
心
副
所
長
、
李
研
究
員
を
沼
田
研
究
奨
学
金
の
交
付
を
得
て
二

O
一
二

年
度
後
半
に
招
聴
す
る
。
前
者
は
主
と
し
て
ア
テ
ィ
シ
ャ
著
作
の
研
究
を
、

後
者
は
自
身
の
研
究
課
題
で
あ
る
『
入
中
論
』
及
び
他
の
新
写
本
「
阿
毘

達
磨
集
論
」
に
つ
き
共
同
研
究
を
行
う
心
ま
た
既
に
密
教
関
係
の
党
文
写

本
三
点
を
校
訂
出
版
し
、
ま
た
律
文
献
の
写
本
研
究
を
進
め
て
い
る
川
中

心
の
羅
鴻
副
研
究
員
を
同
年
秋
に
招
割
引
し
、
後
期
イ
ン
ド
仏
教
諭
書
新
写

本
の
研
究
を
進
め
る
。
上
記
の
結
果
は
逐
次
蔵
学
研
究
中
心
か
ら
出
版
可

能
な
状
態
に
す
る
。
写
本
の
種
別
に
応
じ
て
、
党
語
仏
典
写
本
研
究
の
第

一
人
者
仏
教
大
学
松
田
和
信
教
授
、
説
学
研
究
中
心
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
数
点
の
写
本
校
訂
出
版
の
実
報
の
あ
る
人
文
情
報
学
研
究
所
主
席
研
究

員
苫
米
地
等
流
博
士
、
中
観
仏
教
研
究
の
権
威
で
あ
る
東
京
大
学
斉
藤
別

教
授
、
理
繋
経
他
大
乗
経
典
研
究
の
第
一
人
将
同
下
回
正
弘
教
授
、
西
雌

僧
院
伝
来
の
写
本
研
究
で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
加
納
和
雄
高
野
山
大
学

助
教
、
ネ
パ

l
ル
V
J
本
を
中
心
と
し
て
党
文
写
本
全
般
に
粕
通
す
る
京
都

大
学
文
学
研
究
科
ロ

z
d
w
R
〉
与
問
苫
教
授
、
ネ
パ

l
ル
写
本
や
ネ
ワ
ル

訴
に
詳
し
い
種
智
院
大
学

ω
E
S
笠
与
三
准
教
授
に
協
力
を
求
め
る
。

併
せ
て
、
若
阪
は
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
同
内
で
の
党
文
写
本
探
索
を
継
続

し
て
得
ら
れ
た
成
果
を
報
行
す
る
と
共
に
、
一
定
の
資
料
的
価
値
を
有
す

る
も
の
が
あ
れ
ば
研
究
を
進
め
る
。

西
域
分
野
で
は
三
谷
が
中
心
と
な
っ
て
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
を
所
蔵

す
る
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
研
究
機
関
や
、
中
間
旅
順
博
物
航
な
ど

同
外
所
蔵
機
関
と
連
携
し
て
探
検
隊
収
集
の
仏
教
写
本
の
総
合
的
調
査
を

行
、
て
ま
た
、
同
時
期
に
同
地
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
ド
イ
ツ
隊
将
来
資
料

と
の
比
較
対
照
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
間
際
敦
舵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
I
D
P
}
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
敦
煙
・
ト
ル

フ
ァ
ン
出
土
の
仏
教
写
本
に
関
す
る
国
際
的
・
学
際
的
研
究
を
め
ざ
す
。

日
本
仏
教
分
野
で
は
、
下
記
研
究
経
過
欄
に
示
し
た
よ
う
な
従
来
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、
滋
賀
・
京
都
・
奈
良
を
中
心
に
古
写
本
を
収
蔵
す
る
諸

寺
や
図
書
館
の
所
蔵
調
査
と
研
究
を
進
め
る
。
浅
田
・
道
元
は
天
台
関
係

を
、
藤
丸
・
野
呂
は
華
厳
関
係
を
、
捕
は
法
相
唯
識
関
係
写
本
(
短
尺
等
}

を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
た
る
担
当
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。
中
国
仏
教
に

関
し
て
は
、
中
国
仏
教
教
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
漢
訳
経
論
の
写

本
間
に
み
ら
れ
る
文
の
巽
同
の
問
題
を
抽
出
し
、
そ
の
相
関
関
係
を
調
査

す
る
。
ま
た
、
中
国
石
刻
経
論
(
特
に
部
分
や
抜
粋
)
と
の
比
較
を
通
し

て
、
写
経
や
石
刻
の
目
的
や
写
経
・
石
刻
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
文
献
の

比
較
も
行
、
っ
。

D

特
別
指
定
研
究

1
、
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主

任

・

入

津

崇

研

究

員

六

一

名

(
研
究
の
日
的
・
計
型
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
Q

半
世
紀
の
暦
史
を
有
す
る
本
研
究
会

が
か
つ
て
出
版
し
た
『
西
域
文
化
研
究
」
全
六
巻
は
わ
が
国
に
お
け
る
阿

域
研
究
の
基
慌
を
作
り
上
げ
た
ば
か
り
か
、
国
際
的
に
も
評
価
の
向
い
、

ま
さ
に
附
域
学
の
一
大
金
字
塔
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
内
外
に
お

け
る
西
域
学
の
進
展
は
日
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
「
西
域
文
化
研
究
』

は
そ
ろ
そ
ろ
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
は
長
期

計
問
(
二

O
一
一
年
度

i
二
O
二
一
年
度
)
の
到
達
目
般
と
し
て
、
近
年

の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
る
『
附
減
文
化
研
究
」
の
刊
行
を
掲

げ
る
。
そ
の
日
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
以
下
の
四
つ
の
班
を
編
成
し
準

備
に
あ
た
る
。

①
大
谷
探
検
隊
将
来
文
字
資
料
の
調
査
研
究
(
代
表
一
三
谷
真
澄
)

本
研
究
会
の
伝
統
で
あ
る
写
本
研
究
を
継
続
し
て
行
い
、
「
ト
ル
フ

ァ
ン
写
本
」
「
敦
娘
写
本
」
の
研
究
を
主
に
な
す
。
二

O
O
二
年
よ
り

旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
、
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷

探
検
隊
将
来
資
料
の
調
査
研
究
が
本
格
化
し
て
き
た
。
開
館
所
蔵
の
二

-9-



六
O
O
O
点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
写
本
の
同
定
作
業
は
日
中
双
方
で
遂

行
さ
れ
た
。

ニ
O
一
一
年
度
ま
で
の
非
漢
字
資
料
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
文
献
資

料
の
基
礎
的
研
究
は
終
え
た
の
で
、
二

O
一
二
年
度
は
、
ベ
ル
リ
ン
や

イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
所
議
さ
れ
る
ド
イ
ツ
隊
将
来
資
料
や
、

I
D
P
の
回

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
比
較
対
照
研
究
に
あ
た
る
。

②
丙
域
仏
教
美
術
の
調
査
研
究
(
代
表
一
宮
治
昭
)

大
谷
探
検
隊
が
収
集
し
た
美
術
資
料
の
研
究
を
主
と
し
つ
つ
、
西
域

仏
教
美
術
の
総
合
的
研
究
を
目
指
す
む
大
谷
探
検
隊
が
も
た
‘
り
し
た
美

術
資
料
は
主
に
束
京
国
立
博
物
館
と
韓
国
中
央
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
の
旅
願
博
物
館
に
も
第
一
次
大
谷
探
検
隊
が
収
集

し
た
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
彫
刻
及
び
西
域
の
壁
酬
が
所
雌
さ
れ
て

お
り
、
二

O
一
二
年
度
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
研
究
対
象
と
す
る
の

③
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
寺
院
祉
の
調
査
研
究
(
代
表
一
村
岡
倫
)

第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
行
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
調
査
の
検
証
を
な
す
£
第

二
次
大
谷
探
検
隊
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
調
査
は
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
先
駆
を

な
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
検
証
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近

年
、
大
谷
大
学
の
チ
l
ム
(
代
表
一
松
川
節
)
が
現
地
調
査
を
敢
行
し
、

研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
大
谷
大
学
と
も
連
批
を
と
り
な
が
ら
、
前
年

度
に
引
き
続
き
、
二

O
二
一
年
度
も
第
二
次
大
谷
探
検
隊
の
エ
ル
デ
ニ

ゾ
!
寺
院
の
凋
作
を
検
証
し
て
い
く
。

④
.
内
域
仏
教
追
跡
と
大
谷
探
検
隊
の
調
査
研
究
(
代
表
一
入
滞
崇
)

大
谷
探
検
隊
が
目
指
し
た
仏
教
の
広
が
り
を
探
求
す
る
精
神
を
継
承

し
、
西
域
仏
教
遺
跡
の
総
合
的
研
究
を
な
す
c

同
時
に
、
近
代
史
に
お

け
る
大
谷
探
検
隊
及
び
大
谷
光
瑞
の
な
義
を
深
く
探
っ
て
い
く
。
二

O

一
二
年
・
民
は
、
特
に
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
検
証
を
な
す
こ
と
に
主
眼

を
附
き
、
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
!
ラ
・
中
間
新
制
の
遺
跡
調
査
の
実
態
を

探
っ
て
い
く
。

2
、
大
正
新
傭
大
蔵
経
の
学
術
用
語
に
関
す
る
研
究

主
任
・
浅
田
正
博
研
究
員
十
七
名

(
研
究
の
日
的
・
計
両
)
本
研
究
を
推
進
す
る
大
政
経
学
術
用
語
研
究
会
の
日
的
は
、
大
正
新
情

大
政
経
を
中
心
と
す
る
漢
文
仏
典
中
の
重
要
請
を
抽
出
・
鞍
到
し
、
分

析
・
研
究
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。
漢
文
仏
典
中
の
重
要
語
と
は
「
仏
教

要
語
」
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
研
究
会
で
は
、
辞
書
的
説
明
に
依
存
せ

ず
、
文
献
そ
の
も
の
か
ら
そ
の
要
語
の
意
味
を
抽
出
し
、
使
用
法
等
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
語
の
意
味
す
る
内
容
が
地
域
や
時
代
に

応
じ
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
来
た
の
か
を
研
究
す
る
つ
二

O
一

二
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
二
種
類
の
テ

l
マ
を
求
め
て
そ
れ
を
追

求
し
た
い
。

そ
の
一
は
、
「
戒
律
関
係
用
語
の
研
究
」
で
、
土
橋
秀
高
先
生
の
遺
稿

の
出
典
の
再
調
査
や
意
味
内
容
の
再
検
討
等
の
修
正
・
加
筆
を
行
い
『
戒

律
事
典
」
(
仮
称
)
の
出
版
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
他
の
一
つ
は
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の

研
究
」
で
あ
っ
て
、
議
律
事
典
出
版
後
の
基
礎
的
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は

現
在
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
「
白
殺
」
や
「
安
楽
死
」
な
ど
の
問
題

を
合
め
た
「
生
死
」
に
関
す
る
仏
教
用
語
に
焦
点
を
あ
て
て
考
・
察
し
、
経

典
の
原
意
と
註
疏
類
の
解
釈
を
検
討
す
る
中
に
お
い
て
こ
の
「
生
死
」
の

問
題
を
仏
教
は
如
何
に
理
解
す
る
か
を
種
々
に
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

る。
研
究
の
進
め
方
と
し
て
は
、
「
戒
律
系
用
語
の
研
究
」
で
は
、
例
年
通

り
、
月
に
一
度
の
研
究
会
を
設
け
て
、
各
研
究
員
が
十
項
目
ほ
ど
の
修

正
・
加
来
を
加
え
た
も
の
を
全
体
で
討
議
し
、
『
戒
律
辞
典
』
の
原
稿
を

作
成
す
る
。
二

O
一
一
年
に
は
全
体
の
三
分
の
こ
の
原
稿
を
書
き
終
え
た

の
で
、
二

O
二
一
年
度
に
は
そ
の
全
て
の
修
正
と
加
筆
を
終
了
さ
せ
、
全

体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
よ
う
に
項

H
ご
と
に
字
数
の
調
節
を
行
い
、

出
版
形
態
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

他
方
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
究
」
で
は
、

本
研
究
会
の
構
成
員
を
中
心
と
し
、
特
に
漢
文
仏
教
製
語
に
関
心
を
持
つ

研
究
者
や
院
生
を
加
え
た
研
究
会
を
、
川
一
回
程
度
開
催
し
、
テ
ー
マ
で

あ
る
「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
に
関
す
る
学
術
用
語
の
研
究
」
に
閲
す
る

発
表
を
行
、
つ
(
公
開
可
)
。
手
法
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
経
典
の
原

意
・
註
釈
書
の
解
釈
を
並
記
し
、
そ
の
他
の
特
徴
的
な
要
素
も
加
え
な
が

ら
発
表
を
行
い
、
参
加
者
同
士
の
議
論
を
通
し
て
、
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た

内
容
に
し
て
い
き
た
い
。
年
次
研
究
に
お
い
て
「
生
死
」
の
.
盟
諸
に
附
す
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Purposc ()f 
the Center 

-
to 
e
n
c
o
l
l
r
a
g
e
 
a
n
d
 
s
u
p
p
o
r
t
 
t
h
e
 
translation 

a
n
d
i
o
r
 

publication 
of 
writings that 

will 
further the 

understanding of 

P
u
r
e
 L
a
n
d
 B
u
d
d
h
i
s
t
 
t
h
o
u
g
h
t
 
a
n
d
 
t
e
a
c
h
i
n
g
s
 
in 
b
r
o
a
d
 

international 
perspectives. 

S
u
c
h
 writings. 

w
h
i
c
h
 will 
b
e
 

pllblished through the Center as Center publications. inclllde: 

.
 pr
i
m
a
r
y
 
Bllddhist 

texts(sutras
，
 treatises. 

traditional 

c
o
m
m
c
n
t
a
r
i
l's. 
significant historical writings): 

.
 mo
d
e
r
n
 s
e
c
o
n
d
a
r
y
 
literature 

o
n
 
P
u
r
e
 L
a
n
d
 B
u
d
d
h
i
s
t
 

thought a
n
d
 teachings. in

cJ
uding both scholarly a

n
d
 popularly 

t
h
e
 
u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 
of 
P
u
r
e
 
L
a
n
d
 
B
u
d
d
h
i
s
t
 
tradition

，
 

particularly the Japanese traditiυn. 

-
t
h
e
 C
e
n
t
e
r
 also 
encourages 

the 
preparation 

of 
publication 

as 
C
e
n
t
e
r
 publications 

translations 
a
n
d
 original 

secondary 

studies that a
d
v
a
n
c
e
 its 
basic aims. 

-
t
h
e
 Cellter 
will 
sponsor 
public 
lectures

，
 workshops. alld 

symposia that a
d
v
a
n
c
e
 its 
basic 
aims. S
u
c
h
 presentations will 

be pllblished 
as 
m
o
n
o
g
r
a
p
h
s
 a
n
d
 editcd 
v
o
l
u
m
e
s
 through the 

Ccnter a
お
じ
じ
nter
publicaLi
ons. 

Activities of the Center dllring 2011
・3012

D
u
r
i
n
g
 this 
period. t
w
o
 translations will 

be continued to 
be 

r
巳v
i
e
w
e
d
at 
the 
w
e
e
k
J
y
 
generaJ 
meetings:λ

JllryojU n
J'1οrai-e 

a
n
d
 H
a
s
s
h
iJ 
k
O
y
lδ. 

A
 w
o
r
k
s
h
o
p
 related 

to 
the 
discussion 

of 
Shin 
Buddhist 

t
h
o
u
g
h
t
 
in 
a
 c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
.
 c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 context 

w
ilJ 
b
e
 

planncd. with thc 
rcslllts 
of thc 
prc
討cntation

討
publishcd

frorn 

the Center. 

t'iJa
nllscripts 

¥¥'ill 
b
e
 
s
o
u
g
h
t
.
 
partic

lIlarly 
f
r
o
m
 
S
h
i
n
 

oriented approaches: 
s
u
d
d
h
i
s
t
 
ministers 

abroad. 
lo 
continue 

the 
D
h
a
r
m
a
 T
a
l
k
 

• comparative 
a
n
d
 interreligiolls 

treatrnents 
of 
P
u
r
e
 L
a
n
d
 

Series a
i
m
e
d
 at a
 popular audience. 

B
lIddhist thought a

n
d
 teachings. 

S
e
l
e
c
t
e
d
 
publications 

f
r
o
m
 t
h
e
 
C
e
n
t
e
r
 will 
b
e
 m
a
d
e
 

Becallse 
a
c
a
d
e
m
i
c
 
t
r
e
a
t
m
e
n
t
s
 
of 
P
u
r
c
 L
a
n
d
 B
u
d
d
h
i
s
t
 

accessiblc 
online. 
This 
should 
acquaint 

readers 
a
r
o
u
n
d
 
the 

tradition 
u
n
d
e
r
t
a
k
e
n
 
in 
other 
parts 
of 
the 
w
o
r
l
d
 
are 
at 

w
o
r
l
d
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
C
e
n
t
e
r
 
a
n
d
 
i
n
c
r
e
a
s
e
 
sales 
of 
C
e
n
t
e
r
 

present 
primarily 

historicaJ 
a
n
d
 sociological 

in 
m
e
t
h
o
d
o
l
o
g
y
 

publications. 

a
n
d
 
h
a
v
c
 
a
d
e
q
u
a
t
e
 
v
e
n
u
e
s
 
for 
publication 

e
l
s
e
w
h
e
r
e
，
 the 

r吋
forts
will 
b
e
 
m
a
d
e
 to 
incrcase 

sales 
of 
pllblications 

Center [l!(!ls 
a
 particular 

comrnitmcnt to 
approaches treating 

throllgh Shin temples a
n
d
 temple bookstores abroad. 

J
 ap
a
n
e
s
e
 
Pllre 
L
a
n
d
 B
u
d
d
h
i
s
t
 
t
h
o
u
g
h
t
 in 
c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
 

interpretive. 
c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
.
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a
n
d
 philosophical 

凶
恩
〈
庫
銀

pcrspcctivc. 
ー，

:::.:::・
h
ロ
ー
ム
λ
~
r回
特
桝
{
r
i
ト
倒
J
!
.
1
勾
~
t
Q
之
さ
都
宮
治
樹
G
抑
制

3

Activities of the C
e
n
t
e
r
 

横
田
瑳
船

-
t
h
e
 m
a
j
o
r
 activity 

of 
the 
C
e
n
t
e
r
 is 
the 
preparation 

a
n
d
 

review of 
translations of primary Buddhist texts that further 

(
信
組
~
r
m
宕
)

出
・
ト
ロ
ー
ム
入
れ
当
'
Ë
f
泥
1
1
0
砕
ピ
斗
*
0
:
:
.
.
.
.
.
)
い
'
権
回
4
<
卦
~

諸
問
E額
制
排
出
b

き~~llilil程
許
制
梶

;D+.!
♀
」
ミ
§
時
.
w

i濯
3
2
丈
困
〈
都
宮



(
研
究
計
画
)

で
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
が
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
本
来
の
学
問
的
関
心
は
日
本
文
学
の
研
究
に

あ
り
、
ま
だ
日
本
文
学
通
史
と
い
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
時
代

に
大
・
市
の
『
日
本
文
学
史
』
(
独
文
)
を
著
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
航
す

る
。
筆
脅
は
こ
の
と
こ
ろ
独
文
で
六
四

O
頁
を
超
え
る
こ
の
持
物
の
翻
訳

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日
下
三
五

O
頁
(
日
本
文
学
史
で
は
、
中
世
文
学

の
章
の
過
半
ま
で
)
の
訳
稿
(
注
解
を
含
む
)
を
作
成
し
た
c

今
後
は
、

さ
ら
に
翻
訳
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
書
の
内
容
の
分
析
を
進
め
る
必
要

を
感
じ
て
い
る
が
、
そ
の
分
析
の
一
環
と
位
置
付
け
る
本
研
究
で
は
、
日

本
文
学
に
現
れ
た
仏
教
的
観
念
・
形
象
を
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
『
日
本
文
学
史
」

が
ど
の
よ
う
に
訳
出
・
解
説
し
、
ま
た
評
価
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
県
ハ
な
る
一
言
語
文
化
を
背
景
と
す
る
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
が
、
日
本
文
学
と
仏
教
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
は
て
い
た
の
か
を

解
明
す
る
。

具
体
的
に
は
、
中
世
ま
で
範
聞
で
日
本
文
学
と
仏
教
に
関
す
る
フ
ロ
ー

レ
ン
ツ
『
日
本
文
学
史
」
の
と
ら
え
方
を
解
明
し
、
一
、
二
本
の
論
文
と

し
て
ま
と
め
て
公
に
す
る
。
中
世
ま
で
と
限
定
す
る
の
は
、
日
本
文
学
に

お
い
て
中
世
ま
で
が
一
つ
の
一
貫
性
を
持
っ
た
連
続
と
し
て
見
ら
れ
る
耐

が
強
い
故
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
の
翻
訳
(
及
ぴ
注
解
)
作
業
の
進
行
と

の
関
わ
り
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
の
分
析
が
可
能
と
判
断
す
る
た
め
で

あ
る
。

①
中
世
ま
で
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
『
日
本
文
学
史
』
の
内
容
を
、
日
下
作

成
中
の
訳
稿
と
そ
の
注
解
に
基
づ
き
、
仏
教
関
連
の
記
述
に
焦
点
を
当

て
て
整
理
し
、
特
色
的
な
事
項
を
洗
い
出
し
て
整
理
し
、
本
書
の
仏
教

に
関
す
る
見
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
①
の
た
め
に
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
『
日
本
文
学
史
』
の
中
世
末
ま
で
の
章

の
翻
訳
を
終
え
る
(
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
訳
稿
の
完
成
し
た
分
は

冊
子
化
す
る
)

C

③
本
研
究
の
内
容
は
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
学
史
と
も
関
連
が
深
い

の
で
、
①
の
分
析
の
目
処
を
秋
の
前
ま
で
に
立
て
て
、
そ
の
内
容
を
日

本
強
学
史
学
会
に
お
い
て
発
表
し
て
意
見
・
批
判
を
も
ら
い
、
更
に
研

究
を
深
め
る
じ

④
研
究
内
容
を
年
度
末
ま
で
に
論
文
化
し
、
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

に
公
表
す
る
(
研
究
の
結
果
、
論
ず
べ
き
事
柄
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

に
な
る
場
合
は
、
複
数
の
論
文
を
用
意
し
、
別
の
研
究
誌
等
に
も
公
表

す
る
)
。

2
、
本
願
寺
良
如
と
初
期
学
寮

平

田

厚

志

(
研
究
の
目
的
)

{
研
究
計
附
)

本
研
究
は
、
龍
谷
大
学
の
草
加
期
で
あ
る
江
戸
前
期
初
期
学
技
期
に
焦

点
を
定
め
、
そ
の
柑
史
的
解
明
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
ο

学
技
の
創
設
を
強
く
望
ん
だ
の
は
本
願
寺
良
加
宗
主
で
あ
っ
た
が
、
何

の
た
め
に
本
願
寺
の
「
学
寮
」
創
設
を
望
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的
裂

請
と
宗
主
の
学
問
観
に
鋭
く
迫
り
た
い
。
か
っ
、
「
初
期
学
寮
」
期
を
側

設
か
ら
破
却
ま
で
の
約
二
十
年
間
と
設
定
し
た
と
き
、
そ
の
聞
に
は
「
承

応
の
閲
摘
」
と
呼
ば
れ
る
教
学
論
争
が
勃
発
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
先
端
と

な
っ
て
本
願
寺
と
興
正
寺
の
抗
争
に
ま
で
拡
大
し
て
、
つ
い
に
学
資
破
却

に
ま
で
及
ぷ
と
い
う
、
重
大
事
件
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
G

「
初
期

学
寮
」
期
に
起
っ
た
、
こ
れ
ら
一
辿
の
引
件
の
脈
史
的
背
景
を
探
り
、
そ

の
歴
史
的
意
味
・
意
義
を
、
真
相
解
明
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ

と
は
、
『
龍
谷
大
学
四
百
年
史
」
に
向
け
て
必
要
不
可
欠
な
、
今
な
す
べ

き
重
要
課
題
で
あ
ろ
、
て
こ
の
事
件
に
関
係
す
る
新
史
料
も
近
年
公
刊
さ

れ
研
究
も
活
発
化
す
る
こ
と
が
予
恕
さ
れ
る
が
、
我
が
大
学
史
の
初
百
の

出
来
事
だ
け
に
、
大
学
関
係
者
の
手
で
解
明
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

「
承
応
の
悶
摘
」
を
発
端
・
と
す
る
本
願
寺
・
興
正
寺
一
件
史
料
は
、
龍

谷
大
学
図
書
館
に
も
断
片
的
に
存
在
す
る
が
、
全
容
解
明
の
た
め
に
は
彦

根
藩
井
伊
家
文
書
中
の
「
浄
土
真
宗
異
義
相
論
」
文
書
(
彦
根
城
博
物
館

所
械
)
に
依
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
幸
い
「
龍
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
叢
書
二
十
」
と
し
て
二

O
O
八
年
三
月
に
本
研
究
所
か
ら

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
史
料
解
読
の
上
、
ま
ず
は
史
料
を

翻
刻
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
た
め
に
、
二
七

O
点
に
及
ぶ
史
料
の
解

明
・
分
析
は
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
生
は
、

本
叢
書
の
研
究
論
文
編
に
「
総
論
」
と
し
て
事
件
の
概
要
を
記
述
し
た
が
、

一
点
一
点
の
史
料
分
析
・
精
脊
一
を
し
た
う
え
で
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、

不
十
分
な
解
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
う
初
期
学
寮
に
関
す
る
こ
の
貴
重
な

-12-



史
料
を
再
度
読
み
直
し
て
、
全
容
解
明
を
試
み
、
一
書
に
ま
と
め
て
、
来

る
『
龍
谷
大
学
四
百
年
史
』
編
纂
時
の
参
考
文
献
の
一
書
と
な
る
べ
く
、

寄
与
し
た
い
。

。
平
成
二
十
四
年
度

兼
任
・
客
員
研
究
員

〈
新
規

v
O
(順
不
同
)

大
取
班

問
中
貴
子
(
甲
南
太
学
教
授
)

寺
尾
卓
之
(
丹
波
桜
柳
川
指
導

U)

山
本
腰
子
(
元
家
庭
設
判
所
調
査
-N)

川
添
班

川
添
泰
信
(
本
学
文
学
部
教
授
)

杉
岡
孝
紀
(
本
学
文
学
部
教
授
)

高
田
文
英
(
本
学
文
学
部
締
仰
)

玉
木
興
慈
(
本
学
短
期
大
学
部
般
教
授
)

那
須
英
勝
(
本
学
文
学
部
教
綬
)

勝
進
之
(
本
学
非
常
勤
渦
師
)

塚
本
一
-
真
(
静
土
真
宗
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
l
常
任
研
究
員
)

福
田
依
正
(
浄
土
真
宗
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
1
常
任
研
究
員
)

三
栗
章
夫
(
持
土
真
宗
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
l
常
任
研
究
員
)

吉
川
班

吉
村
哲
明
(
弘
前
愛
成
会
痛
院
紡
神
科
医
)

佐
藤
班

赤
羽
奈
津
子
(
本
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
セ
ン
タ

1
R
A
・
本
学
文
学
研
究
科
研
究
生
)

青
原
班

青
原
令
知
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
雄
昭
(
本
学
文
学
部
教
授
)

武
問
宏
道
(
元
本
学
文
学
部
教
授
)

那
須
良
彦
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

殿
内
班

殿
内
恒
(
本
学
社
会
学
部
教
授
)

井
上
善
幸
(
本
学
法
学
部
准
教
授
)

井
上
見
淳
(
本
学
文
学
部
講
師
)

能
美
潤
史
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

堀
祐
影
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

三
浦
真
証
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

内
藤
班

内
藤
知
康
(
・
本
学
文
学
部
教
授
)

井
上
見
淳
〈
本
学
文
学
部
講
師
)

井
上
善
幸
(
本
学
法
学
部
准
教
授
)

岩
田
真
美
(
本
学
文
学
部
講
師
)

川
添
泰
信
(
本
学
文
学
部
教
授
)

杉
岡
孝
紀
(
本
学
文
学
部
教
授
)

高
田
文
英
(
本
学
文
学
部
講
師
)

嵩
満
也
(
本
学
国
際
文
化
学
部
教
授
)

武
田
晋
(
本
学
文
学
部
教
授
)

龍
様
車
雄
(
よ
・
学
文
学
部
教
授
)

玉
木
興
慈
(
本
学
短
期
大
学
部
准
教
授
)

殿
内
恒
(
本
学
社
会
学
部
教
授
)

那
須
英
勝
(
本
学
文
学
部
教
授
)

鍋
島
直
樹
(
本
学
文
学
部
教
授
)

林
智
康
(
本
学
文
学
部
教
授
)

ヒ
ロ
タ
デ
ニ
ス
(
本
学
文
学
部
教
授
)

深
川
宣
暢
(
本
学
文
学
部
教
授
)

藤
能
成
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
班

若
原
雄
昭
{
本
学
文
学
部
教
授
)

青
原
令
知
(
本
学
文
学
部
教
授
)

浅
田
正
博
{
本
学
文
学
部
教
授
}

岡
本
健
資
{
本
学
政
策
学
部
講
師
)

桂
紹
陵
(
本
学
文
学
部
教
授
)

楠
淳
誼
(
本
学
文
学
部
教
授
)

能
仁
正
顕
(
本
学
文
学
部
教
授
)

野
呂
靖
(
本
学
文
学
部
講
師
)

長
谷
川
岳
史
(
本
学
経
営
学
部
教
授
)

藤
丸
要
(
本
学
経
済
学
部
教
授
)

三
谷
真
澄
{
本
学
国
際
文
化
学
部
教
授
)

道
一
冗
徹
心
(
本
学
理
工
学
部
批
教
授
〕

吉
岡
哲
(
本
学
文
学
部
講
師
)

芳
村
博
実
(
本
学
文
学
部
教
授
)

荒
牧
典
俊
(
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
非

常
勤
講
師
}

岩
本
明
美
(
鈴
木
大
拙
館
主
任
研
究

H)

岡
崎
康
浩
(
広
島
県
立
東
高
陽
小
泉
尚
等
学
校

教
諭
)

加
納
和
雄
(
高
野
山
大
学
助
教
)

五
島
清
隆
(
同
志
社
大
学
等
非
常
勤
講
師
)

斉
藤
明
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
非

常
勤
講
師
)

ザ
イ
レ
ヲ
ロ
リ
ア
ン
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校
非
常
勤
講
師
)

下
回
一
止
弘
(
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
教
授
)

ス
ダ
ン
、
ン
ャ
キ
ヤ
(
種
智
院
大
学
准
教
授
)

玉
村
禎
郎
{
杏
林
大
学
外
国
語
学
部
・
大
学

院
教
授
)

ダ
ン
ド
ウ
ル
(
中
国
蔵
学
研
究
中
心
宗
教
研
究

所
副
所
長
)

デ
ィ
ワ
カ
ル
ア
l
チ
ャ

l
ル
ヤ
(
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
)

苫
米
地
等
流
ご
般
財
凶
法
人
人
文
情
報
学
研

究
所
主
席
研
究
員
)

内
藤
昭
文
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

那
須
円
岡
山
(
本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
)

那
須
良
彦
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

乗
山
悟
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

藤
田
祥
道
(
元
本
学
非
常
勤
講
師
)

松
田
和
信
(
仏
教
大
学
仏
教
学
部
教
技
)

神
子
上
恵
生
(
本
学
名
替
教
授
)

李
学
竹
(
中
国
蔵
学
研
究
中
心
宗
教
研
究

所
副
研
究
員
)

羅
鴻
(
中
国
蔵
学
研
究
中
心
宗
教
研
究

所
副
研
究
員
)

入
津
班

上
枝
い
づ
み
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)

片
山
章
雄
(
東
海
大
学
教
授
)

慶
昭
蓉
(
北
京
大
学
歴
史
系
中
国
古
代
史

研
究
中
心
研
究
員
)

劉
安
志
(
武
漢
大
学
歴
史
学
院
副
院
長
・

教
授
)

浅
間
班

佐
長
道
亮
(
中
央
仏
教
学
院
講
師
)

佐
竹
真
域
(
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究

生
)
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ヒ
ロ
タ
瑳

ウ
ゴ
デ
ッ
シ
(
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
講
師
)

桂
文
子
(
本
学
名
脊
教
授
)

ダ
ニ
エ
ル
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
(
マ
ク
マ
ス
タ

!
大
学
宗
教
学
部
大
学
院
研
究
員
)

日
野
拓
也
(
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
博
士
号
取
得
)

個
人
研
究

藤
田
保
幸
(
本
学
文
学
部
教
授
)

平
田
厚
志
(
本
学
文
学
部
教
授
)

ニ
O
一
二
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏

名

劉

安

志

氏

(

中

国

武

漢

大

学

歴
史
学
院
副
院
長
・
教
授
)

中
国
中
世
高
昌
に
お
け
る
民
衆
の

仏
教
信
仰
の
諸
問
題

都
築
品
子
文
学
部
教
授

二
O
一
二
年
四
月
十
日

i
二
O
一

二
年
九
月
十
日

李

学

竹

氏

(

中

国

中

岡

蔵

学

研
究
中
心
宗
教
研
究
所
副
研
究

員
)《
入
中
論
〉
伺
墳
の
党
説
洩
対
照

若
原
雄
昭
文
学
部
教
授

二
O
一
二
年
十
一
月
一
日

1
二
O

一
三
年
一
月
三
十
一
日

デ
ジ
ェ
ド
マ
氏
(
中
同
中
国

蔵
学
研
究
中
心
宗
教
研
究
所
教

授
)
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
歴
史

能
仁
正
顕
文
学
部
教
授

二
O
一
二
年
十
月
一
日

i
二
O
一

三
年
三
月
三
十
日

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間 名名

シ
ャ
ン
ト
ゥ
パ
ル
ア
氏
(
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
ダ
ツ
カ
大
学
パ

l

リ
学
仏
教
学
科
講
師
)

京
都
と
奈
良
に
お
け
る
出
家
併
の

生
活
様
式
|
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の

比
較
研
究

i
|

岡
本
健
資
政
策
学
部
講
師

二
O
二
一
年
十
月
一

H
i
二
O
一

三
年
三
月
三
十
一
日

ニ
O
一
二
年
度
龍
谷
大
学
外
国
人
客
員
研
究
員

氏

名

ケ

サ

ン

ギ

ヤ

ル

氏

(

中

阿

中

国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所

教
授
)

東
チ
ベ
ッ
ト
王
国
の
仏
教
の
脈
史

能
仁
正
顕
文
学
部
教
授

二
O
一
二
年
十
月
三
十
一
日
i

ニ

O
一
三
年
二
月
二
十
八
日

氏

名

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

研指研
究導究
期教諜
問授題〈

〉
研
究
所
日
誌
〈
〉

ー
平
成
二
十
三
年
度
(
後
期
)
|

十
二
月
二
十
日
(
火
)
午
後
四
時
四
十
五
分

ー
午
後
六
時
十
五
分

第
十
回
研
究
談
話
会
(
佐
藤
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

南

智

一

O
三
教
室

講
題
『
高
王
制
音
経
』
の
成
立
と
観
音
像

講
師
倉
本
尚
徳
氏
(
本
学
客
員
研
究
員
)

一
月
二
十
三
日
(
月
)
午
後
二
時

1
午
後
五

時第
十
一
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
大
会
議
烹

講
題
敦
埠
出
土
文
献
に
み
る
草
創
期
の

チ
ベ
ッ
ト
仏
教

上
山
大
峻
氏
(
本
学
名
誉
教
授
)

ニ
0
0
0年
以
来
中
国
敦
也
磁
文

文
献
研
究
概
覚

黄
維
忠
氏
(
中
国
蔵
学
研
究
中

心
「
中
国
蔵
学
』
編
集
部
・
本
学

客
員
研
究
員
)

コ
メ
ン
テ
l
タ
1

三
谷
真
澄
氏
(
本
学
閏

際
文
化
学
部
准
教
授
)

一
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
O
時
三
十
分
i

午
後
一
時

第
七
附
運
営
会
議

1
.

二
O
一
二
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

2
.

ニ
O
二
一
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て

二
月
十
四
日
(
火
)
午
後
五
時
三
十
分

1
午

後
七
時

第
十
一
回
研
究
談
話
会
(
殿
内
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
南
部
寅
一

O
一
教
室

講

題

三

業

惑

乱

の

背

景

講
師
三
架
章
夫
氏
(
本
願
寺
教
学
伝
道

研
究
セ
ン
タ
ー
常
任
研
究
員
)

二
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
一
時
十
五
分

i

午
後
二
時
四
十
五
分

第
十
二
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
商
饗
大
会
議
室

講

題

戦

後

親

驚

論

へ

の

道

程

|

マ

ル

ク
ス
主
義
と
い
う
経
験
を
中
心
に

i溝講

題師

i講

師

近
藤
俊
太
郎
氏
(
本
学
非
常
勤
講

師
)

一
月
十
三
日
(
火
)

議

師

午
後
O
時
十
五
分

i

午
後

O
時
四
十
五
分
)

第
八
間
運
営
会
議

l
.

二
O
一
二
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

2
.

ニ
O
一
二
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

3
.
外
国
人
客
員
研
究
員
の
任
用
期
間
延
長

に
つ
い
て

4
.
国
立
情
報
学
研
究
所
が
電
子
化
・
公
開

し
た
本
研
究
所
紀
要
・
所
報
コ
ン
テ
ン
ツ

の
本
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
(
河
-

m
E
T
)
へ
の
提
供
に
つ
い
て

ー
平
成
二
十
四
年
度
(
前
期
)
|

四
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後

O
時
三
十
分
i

午
後
一
時

第
一
回
運
営
会
議

1
.

二
O
二
一
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

2
.
二
O
一
二
年
度
客
員
研
究
員
の
追
加
・

取
消
・
変
更
に
つ
い
て

3
.
二

O
一
三
年
院
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

4
.
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
十
一
集
・

所
報
第
三
十
六
号
の
執
筆
予
定
者
に
つ
い

て
5
.
二
O
一
二
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
・
仏

教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
談
話
会
の
開
催

に
つ
い
て

6
.
二
O
一
一
年
度
研
究

P
I研
究
年
次
経

過
報
告
書
の
審
査
に
つ
い
て

五
月
十
六
日
(
水
)
午
前
十
時
四
十
五
分

1

午
後

O
時
十
五
分
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第
七
十
八
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
金
口
東
餐
一

O
一
二
教
室

講
題
タ
イ
仏
教
僧
団
の
教
育
制
度

講

師

プ

ラ

マ

ハ

・

タ

ナ

l

テ

l
シ
ヤ

タ
ン
モ

l
氏
{
タ
イ
同
タ
ン
マ
ガ

!
イ
寺
院
教
育
部
副
・
部

.K
・
タ
ン

マ
チ
ャ
イ
大
学
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
)

六
月
六
日
(
水
)
午
後

O
時
三
十
分

1
午
後

一
時
第
二
回
運
営
会
議

1
.

二
O
一
一
年
度
研
究
p

j
研
究
年
次
経

過
報
告
書
の
審
査
に
つ
い
て

2
.
二
O
一
一
年
度
研
究

P

J研
究
年
次
経

過
報
告
書
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い

て
3
.
二
O
二
一
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
お
よ
び
外
同
人
存
員
研
究
員

任
用
予
定
者
の
期
間
変
更
に
つ
い
て

六
月
二
十
日
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分

i
午

後
八
時

第
一
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
二
種
類
の
文
党
上
人
像

l
新
出
神

護
寺
本
の
分
析
か
ら
|

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
員
)

六
月
二
十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
1

午
後
五
時
三
十
分

第
二
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
会
口
西
饗
二
附
大
会
議
主

講
題
視
鷺
と
〈
無
量
寿
経
〉
|
ジ
ャ
ン

ル
の
解
釈
学

i

τ
-
Z
2
H
J
2
2
r
z氏
(
ロ
ヨ

ラ
・
メ
リ

1
モ
ン
ト
大
学
教
授

(
キ
リ
ス
ト
教
神
学
)
)

〈
無
批
存
経
〉
の
漢
訳
と
中
国
哲

学一rg「}内門的一
m
w
N
g
円ヨ一

E
-
1氏

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
教
授
(
中
阿
哲
学
)
)

腕
鷺
と
仏
教
伝
統
に
お
け
る
解
釈

学n
Z
M
H

ユ
2
ロ
と
]
一
定
可
氏
(
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
神
学
部
教
授
(
仏
教

学
ご

七
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後

O
時
三
十
五
分

ー
午
後
一
時
十
分

第
三
国
運
営
会
議

1
.

二
O
二
二
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募

集
に
つ
い
て

2
.

二
O
二
二
年
度
専
任
研
究
日
の
募
集
に

つ
い
て

3
.

二
O
一
三
年
度
善
本
最
古
・
仏
教
文
化

研
究
所
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

4
.
二

O
一
二
年
度
客
員
研
究
れ
の
追
加
に

つ
い
て

5
.
二
O
二
一
年
度
外
同
人
容

H
研
究
口
任

用
予
定
者
の
期
間
変
説
に
つ
い
て

6
.
図
書
費
に
つ
い
て

七
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
五
時
三
十
分
1

午
後
七
時

第
三
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
ト
人
官
学
舎
西
費
三
階
小
会
議
山
魚

議

自市

講

題

i満

Ri~ 

講

題

1満

師

明
治
前
期
の
教
団
改
革
に
み
る
親

鷲
像
中
西
直
樹
氏
(
本
学
文
学
部
准
教

授
)

九
月
二
十
日
{
木
)
午
後
二
時
1
午
後
五
時

第
四
回
研
究
談
話
会
(
佐
藤
研
究
班
)

会
場
白
亜
館
二
階
共
同
研
究
本

講

題

ベ

ト

ナ

ム

附

大

業

l
四
年
碑
文
に

つ
い
て
|

講
師
川
上
麻
由
子
氏
(
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
(
見
耳
)
)
)

十
月
五
日
(
金
)
午
後
三
時
i
午
後
四
時
三

十
分
第
五
回
研
究
談
話
会
(
入
探
研
究
班
)

会
場
大
官
学
舎
西
鍵
二
階
大
会
議
第

議
題
近
年
出
土
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
及

び
そ
の
研
究
に
つ
い
て

講
師
曹
洪
勇
氏
(
新
駅
吐
科
番
地
区
文

物
局
副
局
長
・
吐
魯
番
博
物
館
館

長
こ

十
月
十
六
日
(
火
)
午
後
三
時
i
午
後
四
時

三
十
分

第
七
十
九
回
仏
教
文
化
講
杭
会

会
場
大
官
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

講
題
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
配
階
柄
の
多

一
言
語
性

講

師

ピ

l
タ
l
・パ

l
ク
氏
(
ケ
ン
プ

リ
ッ
ジ
大
学
名
誉
教
授
)

十
月
十
七
日
{
水
)
午
後

O
時
二
十
分

1

午
後

O
時
三
十
五
分

第
四
回
運
営
会
議

1
.

ニ
O
二
二
年
度
沼
岡
奨
学
金
(
研
究
奨

講

題

講

師

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
お
よ
び
外
同

人
客
員
研
究
口
の
任
用
に
つ
い
て

2
.

仏
教
文
化
研
究
所
存
員
研
究
員
へ
の
研

究
者
番
号
発
行
に
つ
い
て

十
月
二
十
四
日
(
水
)
午
後

O
時
三
十
分
i

午
後
一
時

第
五
凶
運
営
会
議

1
.

二
O
二
ニ
・
年
度
導
任
研
究
員
に
つ
い
て

2
.

二
O
一
三
年
度
出
版
助
成
(
常
本
来

書
・
研
究
叢
書
)
の
予
鉢
案
に
つ
い
て

3
.

ニ
O
二
二
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

4
.

図
書
費
に
つ
い
て

十
月
三
十
一
日
(
水
)
午
後
五
時
三
十
分
i

午
後
七
時

第
六
回
研
究
談
話
会
(
殿
内
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
養
三
階
小
会
議
事
一

講
題
三
業
惑
乱
に
お
け
る
興
正
寺
の
動

向

講

師

北

写

大

至

氏

(

本

学

c
z
n研
究

助
手
)

十
一
月
八
日
{
木
)
午
後
五
時

i
午
後
七
時

第
七
回
研
究
談
話
会
(
若
版
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
金
内
餐
二
階
大
会
議
主

講
題
台
湾
に
於
け
る
唯
識
働
教
の
研
究

状
況
に
つ
い
て

樗
恵
敏
氏
(
法
鼓
仰
教
向
学
院
校

長
・
園
立
台
北
華
街
大
事
教
授
}

大
乗
荘
厳
経
論
本
却
の
教
と
制
作

に
つ
い
て

岩
本
明
美
氏
{
鈴
木
大
拙
館
主
任

研
究
員
)

F
D
 ，
， •. 

講

師

講

題

講

師



十
一
月
二
十
九
日
(
木
)
午
後
六
時
1
午
後
八

時第
八
回
研
究
談
話
会
{
川
添
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
荷
風
館
三

O
一
共
同
研

究
室

講
題
「
選
持
集
注
解
紗
」
の
資
料
検
討

に
つ
い
て

講
師
川
添
泰
信
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
三
十
分
i

午
後
八
時

第
九
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
斑
)

会
場
大
宮
学
金
口
本
館
二
階
会
議
・
室

講
題
親
鷺
像
に
お
け
る
非
前
非
俗
の
川

題
性

講
師
中
川
修
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
日
{
月
)
午
後
五
時
三
十
分
l
午

後
七
時

第
十
回
研
究
談
話
会
(
殿
内
研
究
班
)

会

場

大

宮

学

舎

南

費

-
O
三
教
者

講
題
讃
岐
の
法
義
騒
動
と
大
麟
『
良
0
.
h

安
心
正
偽
篇
』

講
師
北
山
今
大
至
氏
(
本
学
O
R
C
研
究

助
手
)

十
二
月
十
五
日
(
土
)
午
後
二
時

i
午
後
三
時

三
十
分

第
十
一
岡
研
究
談
話
会
(
佐
藤
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
北
費
一

O
一
教
主

講
題
「
巨
始
光
等
造
像
碑
」
に
見
る
河

東
地
域
社
会

l
国
境
地
域
に
お
け

る
仏
教
・
「
土
豪
」
・
岡
山
本
|

講
師
北
村
一
仁
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
}

十
二
月
十
八
日
(
火
)
午
後
一
時
十
五
分

i
午

後
四
時

第
十
二
回
研
究
談
話
会
(
入
揮
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
三

O
一
・
三

O

二
共
同
研
究
室

西
域
北
道
の
燃
燈
仏
授
記
の
伝
統

※
通
訳
あ
り
。

イ
ネ
ス
・
コ
ン
チ
ャ
ッ
ク
氏
(
ベ

ル
リ
ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
研
究

n
貝
)
亀
蕊
壁
画
に
お
け
る
大
画
面
誓
願

図
の
類
型
表
現

森
美
智
代
氏
(
早
稲
田
大
学
招
聴

研
究
員
)

講講講講

題師題師

平
成
一
一
十
問
年
十
二
川
二
十
六
日
党
行

龍
谷
よ
学
仏
教
文
化
研
究
所

代

表

者

内

藤

知

康

一T
六
0
0
|
八
二
六
人

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
市
水
入

大
工
町
一
二
五
|
一

電
話
O
七
五
抑
一
一
一
三
一
一
(
代
)

(

内

線

5
4
0
0

一16-



仏
教
文
化
研
究
所
規
程

設

立

設

立

制

定
一
部
改
正

昭
和
三
六
年
四
月
一
日

昭
和
三
六
年
四
月
一
日

間
和
六
三
年
一
一
一
月
一
日

平
成
問
年
一
日
一
六
日

予

成

六

年

六

日

九

日

平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日

平
成
一
三
年
九
月
二
七
日

平
成
一
問
年
五
月
一
六
日

千
成
一
五
年
五
日
一
五
日

平
成
一
九
年
七
月
五
日

平
成
二
四
年
同
日

.
H

a'--F 

第
一
章

総

第
一
条
こ
の
鋭
校
は
、
龍
谷
ト
入
学
学
則
第
七

O
条
に
定

め
る
仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
「
仏
ぷ
研
」
と
い
う
。
)

に
つ
い
て
‘
そ
の
組
織
u
A
ぴ
連
常
等
必
要
な
が
耐
引
を

定
め
る
こ
と
を

N
的
と
す
る
。

第
二
条
仏
文
研
は
、
能
川
什
ト
入
学
大
山
門
学
合
内
に
前
く
。

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
政
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に

関
す
る
総
合
的
学
術
研
究
悦
び
に
凶
際
的
研
究
し
父
流

を
行
い
、
も
っ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を

H
的
と
す
る
。

第
四
条
仏
文
印
刷
は
、
前
条
の
日
的
を
比
成
す
る
た
め
に

次
の
事
業
を
行
、
句
。

仰
仏
教
文
化
及
び
そ
の
閲
迷
領
域
に
関
す
る
研
究
・

判
同
作

ω
川川究
-
w洲
本
A

に
必
県
な
凶
作
・
資
料
法
び
情
報
の

収
集
、
科
H
剛
叫

川
紀
焼
、
最
将
、
所
制
限
等
研
究
成
来
の
刊
行

川
附
究
会
、
公
開
高
山
喧
、
講
一
副
会
等
の
閃
州
市

ω
川
内
外
の
大
学
及
び
研
究
被
山
と
の
釧
究
交
流

刷
そ
の
他
前
条
の
日
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
波
な

事
来第
一
一
章

運

営

会

議

第
五
条
仏
文
研
に
、
市
民
な
が
訓
に
つ
い
て
事
泌
・
決

定
す
る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
連
科
会
ぷ
(
以
下

「
運
常
会
議
」
と
い
う
。
}
を
附
く
。

一
一
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
述
材
会
議
に
お
い
て

決
定
す
る
。

川
事
柔
計
州
に
関
す
る
こ
と
。

ω
研
究
所
予
算
に
閃
す
る
こ
と
。

同
指
定
研
究
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
償
・
廃
止

に
関
す
る
こ
と
g

川

研

究

U
及
び
ぺ
主
研
究
民
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ

レ」。
ω
そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

第
六
条
運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
柑
げ
る
も
の
で
檎

成
す
る
。

仰
所
長
及
び
副
所
長

同
文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

ω
短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
肴

ω
学
長
が
指
名
す
る
者

同
事
任
研
究
日

制
研
究
部
事
務
部
長

二
.
前
号
第
二
号
、
第
一
一
・
号
、
第
問

U
H此
ぴ
第
五
号
に
よ

る
者
の
任
期
は
.
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
‘

N
H刊
を

妨
げ
な
い
む

第
七
条
運
営
会
ぷ
は
、
所
長
が
必
公
と
認
め
る
都
皮
切
刊

集
し
、
所
長
は
会
議
の
准
一
民
と
な
る
。

第

八

条

迎
A
V
H

会
品
は
、
椛
成
H
H
の
迎
手
数
の
山
協
に
よ

り
成
伝
し
、
議
事
は
出
席
台
の
過
半
数
の
同
誌
に
よ

り
決
定
す
る
。

七
名
一
名

若
干
名

第
三
章

調1

織

第
九
条
仏
文
研
に
研
究
調
命
部
及
び
明
金
泌
を
設
け
る
。

三
、
研
究
制
制
作
部
は
、
筑
間
条
に
規
定
す
る
事
業
の
ろ
ち

‘
研
究
及
び
凋
aH
悦
び
に
名
指
定
研
究
及
び
作
耐
究

プ
ロ
ジ
A

・7
ト
の
抑
進
・
判
川
幣
に
附
す
る
事
業
を
分

担
す
る
。

守
一
一
、
引
業
郷
は
、
第
問
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資

料
の
収
集
・
批
正
則
及
び
研
究
成
来
の
公
刊
扱
び
に
研

究
交
流
呼
に
聞
す
る
邪
薬
を
分
判
す
る
。

第
一

O
条
仏
文
研
に
、
附
判
定
の
謙
也
を
研
究
す
る
指
定

州
究
を
前
く
。

第
一
一
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
主
ク
ト
・
特

別
指
定
問
問
究
プ
ロ
ジ
ム
ク
ト
及
び
時
限
州
究
プ
ロ
ジ

斗
ク
ト
を
附
く
の

二
、
仲
山
ぷ
耐
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
‘
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
氏
京
学
研
究
プ
ロ
ジ
ム
ク
ト

川
仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ω
仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
ム
ク
ト

一
一
一
、
特
別
指
定
制
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

川
州
域
文
化
研
究
会

ω
仏
典
翻
訳
研
究
会

ω
大
級
幹
学
術
用
語
研
究
会

問
、
時
限
附
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
製
の
w
仰
度
技
術
す

る。

第
一
二
条
仏
文
研
に
設
前
す
る
指
定
研
究
及
び
研
究
プ

ロ
ジ
£
ク
ト
は
‘
研
究
の
活
位
化
・
高
広
化
を
般
進

す
る
た
め
に
迎
常
会
議
が
必
必
と
認
め
る
劫
A
H

「
付

凶
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に

定
め
る
。
第
四
章

職

員

組

織

第
一
三
条
仏
文
酬
に
、
所
h
K
及
び
刷
所

K
各
a

名
を
置

ノ、。
二
、
所
長
は
、
仏
文
械
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
よ
研
を
代

表
す
る
。

=
1
刷
所
・
た
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
引
故
あ
る
時
は

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

問
、
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
維
脱
す
る
者
に

対
し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
、
所
長
及
ぴ
副
所

μ
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
一
四
条
約
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
一
名
を
出
く
。

二
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
馴
す
る
。

一
一
一
、
主
任
は
、
本
・
学
(
短
期
大
学
部
を
合
む
。
以
下
、
川

じ
J

の
山
市
任
教
台
戦
日
の
内
か
ら
、
迎
合
会
議
に
お

い
て
選
任
す
る
。

第
一
五
条
第
一
.
条
に
定
め
る
側
究
プ
ロ
ジ
斗
ク
ト
に

は
‘
そ
れ
ぞ
れ
主
荘
一
名
を
附
く
。

二
、
主
告
は
、
当
該
雌
究
プ
ロ
ジ
ふ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ

の
前
助
を
調
幣
般
進
す
る
の

コ
ー
ド
.
作
は
、
本
学
引
任
教
育
職
日
の
内
か
ら
、
巡
併
合

滋
に
お
い
て
選
任
す
る
。

第
二
八
条
逝
常
会
議
の
決
定
事
項
の
快
行
及
び
A
K
H仕
出
F

現
の
処
理
般
ぴ
に

H
常
業
務
の
述
絡
・
村
川
整
を
凶
る

た
め
、
所
以
の
も
と
に
常
任
袋
U
会
を
附
く
。

二
、
常
任
委
H
H
会
は
、
次
の
外
サ
の
い
刊
で
梢
成
す
る
。

川
所
以
及
び
刷
所
長

川
第
一
同
条
に
定
め
る
よ
仔

川
山
迎
常
会
ぷ
が
選
任
す
る
者
桁

ru引

山
川
仏
LX
州
説
以

ゴ
一
、
常
任
委

μ会
に
は
、
必
裂
に
応
じ
て
セ
作
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
市

日f

"宅呈

フ乙

u 

第
一
七
条
仏
文
研
に
、
次
に
制
げ
る
州
究

U
を
附
く
。

川
山
可
作
叫
究

U

凶
ぷ
任
制
究

U

問

符

U
仙
究

H

山
川
耐
哨
t

北
側
先

U

第
一
八
条
ゆ
仔
研
究

μは
、
仏
文
研
に
所
凶
す
る
功
任

投
占
υ験
日
で
、
山
げ
ら
耐
党
・
調
作
に
従
山
下
す
る
凪
れ
を

い
う
。

二
、
引
任
研
究
U
の
作
川
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
一
九
条
旋
任
研
究
日
は
、
仏
文
州
の
抗
助
に
参
加
す

る
・
本
学
の
む
任
教
聡

U
を
い
、
っ
。

二
、
捺
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
お
を
般
的
し
、
学
長

が
委
制
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育

職
U
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
救

託
会
の
水
必
を
得
る
も
の
と
す
る
。

言
、
山
守
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
旋
任
研
究
日
と
な

る
こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

問
、
兼
任
研
究
員
の
任
問
は
、
一
年
間
え
は
・
一
年
間
と
す

る。た
だ
し
、
阿
佐
を
妨
げ
な
い
の

第
二

O
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身

分
の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
‘
研
究
・

謝
持
活
動
に
従
事
す
る
貯
を
い
・

1

二
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
恥
引
を
般
必
し
、
巡
営

会
議
の
泳
認
を
経
て
、
学
長
が
安
眠
す
る
。

第
二
一
条
嘱
託
研
究
民
は
、
前
一
一
一
条
に
嵐
定
す
る
以
外

の
者
で
仏
丈
酬
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

て
、
嘱
託
研
究

μ
の
任
川
は
、
前
条
第
一
一
頃
の
規
制
牝
を
準

用
す
る
。

第
二
二
条
仏
文
研
は
、
受
託
研
究

H
を
受
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の

て
、
受
北
研
究

U
の
受
人
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
0

・EELF

第
六
章

補

第
二
三
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処

mす
る
た

め
仏
文
研
山
ド
務
円
引
を
附
く
。

二
、
仏
文
研
事
務
山
敢
に
、
必
裂
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into ones approach. That such sources are difficult to acquire and work with goes without 

saying. Nevertheless， any attempt to accurately assess either the history of the ]apanese 

Hosso tradition， or indccd thc role that Hosso (as wcll as othcr schools whosc primary 

texts have yet to be published) played within the larger context of Japanese Buddhist 

intellectual history that does not take manuscript sources into account is bound to result 

in a skewed， biased， and ultimately inadequate understanding of the Japanese Buddhist 

tradition. 
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文庫編集 7081 C HU 114 岩聾版聾/張亜f~. 部軍主編
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'1'i~主編.中同人民大準備教興宗教t}~f!P. 華主編.中閥人民大準備教輿宗教事理

論研究所陛編 論研究所陣制

266/MIN/3 民圏密宗期刊文献集成第3巻/子瑞 部6/MIN/20 民圃密宗期刊文献集成第20巻/子瑞

華主編.中国人民大準備教輿宗教皐理 華主編.中国人民大準備教興宗教事理

論研究所匪編 論研究所悌

2661 M 1 N /4 民同密宗期刊文献集成第4巻/子瑞 2飴/M 1 N /21 民閥密宗期刊文猷集成第21巻/子瑞

華主編.中同人民大準備教興宗教撃理 華主編.中閥人民大事側教興宗教事理

論研究所匪編 諭研究所陣制

26o/MIN/5 μ:1剖密宗j明刊文献集成第5巻/子瑞 2661 M 1 N /22 民園密宗期刊文献集成第22巻/子瑞
華主編.巾国人民大準備教興宗教事理 :/1'(主編.中阿人民大事仰教興宗教串理

論研究所雄編 論研究所限編

266/ M T N 16 i己凶審京!明刊文献~成都 6 巻/子瑞 266/MIN/お 民岡密宗期刊文献集成第23巻/子瑞

革主編.中同人民大準備教興宗教事理 11'~ :+. i.i.中凶人民大J}¥仰教興宗教串型I!
論研究所陣編 論研究所陛編

お6ノM1 N /7 民園密宗期刊文献集成第7巻/子瑞 266/ M 1 N /24 l~凶密宗期刊文献集成第 24 巻/子瑞

華主編.中闘人民大型悌教興宗教皐理 町〈主制，中|判人民大tF仰教興宗教摂理!
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論研究所匪編 052/532 中華悌事事報 18-19

2661 ~1 1 N /お 民閥密宗期刊文献集成第25巻/子瑞 052/532 中華悌撃事報20-22

華主晶tr}l同人民大号明U教興宗教事J.l1! 0号ν509 文物2010(1-6) [臥4剃9]/文物編

論研究所睡編 輯委員会

2661 ~1 1 N 126 民闘密宗期刊文猷集成第26巻/子瑞 054/509 文物2010(7-12) [6秘話5]/文物編

革主制.中凶人民大事側教興宗教!~}\到! 輯委員会

論研究所匪編 050/1α退 北京大学学振.哲学社会科学版2010

2661 ~1 1 N 127 民国密宗期刊文献集成第27巻/子瑞 (1-3) [257-259] 

革-主制.中同人民大準備教輿宗教事理 050/1侃8 北京大学学提.哲学社会科学版却10

論研究所医編 (4-6) [2品 262]

053/376 日本大学精神文化研究所紀要36-39 0泊1/766 アジア文化研究所研究年報/東洋大学

OSO/lC資活 北海道武蔵女子短期大学紀要 37，・38/ アジア文化研究所[編]38-39 

北海道武蔵女子短期大学 050/766 アジア文化研究所研究年報/東洋大学

0加1/10尚 北海道武正義女子短期大学紀要 39-10/ アジア文化研究所[編]4M1 

北海道武蔵女子短期大学 0501766 アジア文化研究所研究年報/東洋大学

0581774 The ArIZona Quarterly 62 (14) アジア文化研究所[編]4243 

05R/77'1 The八吋zonaquartcrly 6:~ (1・tI) 0521梨追 日本仏教史学24-26/日本仏教史学会

058/774 The八rizonaQuarlcrly 64 (1-4) [編]

058/774 Thc Arizona Quartcrly 65 (14) 052/529 密教学会報37-42/高野山大学密教学

05R1774 The Arizona Quarlcrly 66 (1-4) iz』z 

054/5偲 考古 2010(1-6) [508-513J 0521529 密教学会報43-17/高野山大学密教学

054/508 考III・2010(7-12) [514-519] zt』z 

050/H泌l 新調大学学Hl.哲学・人文社会科学版 052/534 仏教学論集24-27/立正大学大学院仏

:;;: Journal of Xinjiang University 38 教学研究会

(1-出[147-149] 050/.お4 横浜市立大学論叢.人文科学系列 61

050/1侃l 新艦大学学fR!'哲学・人文社会科・学版 (1-3) /横演市立大事皐術研究曾編

== J ournal of Xinjiang lJniversity沼 052/398 僻教研究33-35/凶際側教徒協舎

(1-o) [150-1::l2] 052/398 僻教研究36-38/国際悌教徒協曾

055/439 西域研究==The Weslern regions 050/457 立正大学人文科学研究所年報=

sludics却10(14) [77-80] Annual report of the lnstitute of 

05S/439 lJ4域研究:;;:The Wcstern reg-ions Cultural Science. Rissho University 

studies却11(14) [81-84] 45-481立正大学人文科学研究所

054/816 Cahicrs d'Extreme-Asie 5-6 : re、ruede 050/457B 立正大学人文科・学研究所年報.別冊/

J'Ecole francaise d'Extreme-Orient. 立正大学人文科学研究所与14

Section de Kyoto / Ecole francaise 051153 龍谷教学 '13--15/龍谷教学会議

d'Extreme-Orient. 053/378 論集31-33/印度学宗教学会[編]

054/816 Cahiers d'Extreme-Asie 7-8 : revue de 053/378 論集34-36/印度学宗教学会[編]

J'Ecole francaise d'E宜treme・Orient. 053/380 平和と宗教:庭野平和財団平和研究レ

Scclion dc Kyδto / Ecolc francaisc ポート23-26/庭野平和財団平和研究

d'Extreme-Orient 会[編]

054/816 Cahicrs d'Extreme-Asie ~1O : rcvue 057/115 研究紀要48-53/京都市立芸術大学美

de l'Ecole francai問 d'Extreme-Olient. 術学部[橿]

Section de Kyolo /立colcfrancaise (l司}メ526 高田短期大学紀要22-お/高田短期大

d'Extreme-Orient. 学

054/816 C討lIersd'Extreme-Asie 14-15: revue 050/465 愛知学院大学文学部紀要 36-37/愛知

de I'Ecole francaise d'Extreme-Orient. 学院大学文学会

Scction de Kyolo /企colefrancaise 050/465 愛知学院大学文学部紀要38-39/愛知

d'Extreme・0吋ent. 学院大学文学会

054/813 East Asian history 24-28 / AustraHan 050/1Oi2 研究紀要22-26/豊構創造大学短期大

National lJnivcrsity. lnstitutc of 学部研究紀要編集委員会[編]

Adv;:mccd Studics 050/1ω6 研究年報 10-12/日本大学短期大学部
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0日1/623

050/1073 

052/539 

050/1ω7 

050/1097 

050/1209 

050/:幻7

。日)/:出7

052/544 

052/514 

050/1侃3

050/107R 

058/お6

052/545 

052/沼6

o日ν1079

050/1079 

050/340 

050/1076 

(三島) 050/1076 夙川学院短期大学研究紀要31-36/夙

椙山女学聞大学研究論集.人文科学篇 川学院短期大学紀要編輯委員会

37-40 053/お3 創大アジア研究 21-23/創価大学アジ

筑紫女学閥大学紀要 17 ア研究所[編]

Upaya =ウパーヤ/真言宗豊山派総 0日/399 東洋大学中国哲皐文皐科紀要 11-14/

合教化研究所与7 東洋大学文学部中国哲学文学科

人文社会学部紀要 1-4/富山国際大学 053/399 東洋大学中国哲皐文事科紀要15-18/

[編] 東洋大学文学部中国哲学文学科

凶際教養学部紀要 1-4/古山同際大学 050/179 大正大串研究紀要.人間事部・文与を部

[編] 91・93/大正大串出版部[編]

筑紫女学問大学・筑紫女学聞大学短期 0541524 ニ松学舎大学東アジア学術総合研究所

大学部紀要 I 集刊35-37/二松学舎大学束アジア学

大谷大事研究年報57-59./大谷学会 術総合研党所[編]

大谷大事研究年報品62/大谷学会 0541524 二松学舎大学東アジア学術総合研究所

間際仏教学大学院大学研究紀要7-9/ 集刊事40/二松学合大学束アジア学

間際仏教学大学院大学[編] 術総合研究所[編]

!吋際仏教学大学院大学研究紀要 05.11815 Asian research汀ends.New series 1-4 

10-12/国際仏教学大学院大学[編] 052/施。 悌教文化研究所紀要47-48/龍谷大学

専修人文論集品-87/専修大学学会 仏教文化研究所[編集]

{切{副大学人文i命~ 19・21/創価大学人 052/549 仰教文化研究所紀要47-48/龍谷大学

文学会 仏教文化研究所[編集]

同志社凶文学62-67/同志社大学園文 052/550 倒教文化研究所紀要47-18/龍谷大学

学会 仏教文化研究所[編集]

持通寺教学振興会紀要 10-13/普通寺 052/535 駒津大事樟研究所年報21-22/駒津大

教学振興会[制] 事鵡研究所

教化研究19-20/浄土宗総合研究所{編 050/1196 政治科卒乎評=Political science 

集] quarterly book review 1-12 

総合文化研究所紀~ = BullctjJl of 054/731 東洋の思想と宗教2Eト28/早稲田大事

lnstitute for Interdisciplinary Studies 東洋哲皐曾

of Culturc. Doshisha Wornen's College 侃0/1076 夙川学院短期大学研究紀要37-40/風

。fLiberal Arts 21-23/同志社女子大 川学院短期大学紀要編輯委員会

学総合文化研究所 050/泊。 京都女子大学人文論叢57・59

総合文化研究所紀要=Bulletin of 052;包45 普通寺教学振興会紀要14-16，/善通寺

lnstitute fol' Interdisciplinary Studies 教学振興会〔編]

of Culture. Doshisha W ornen's College 出111お 宗皐院議集81-83/本願寺派宗華院

。fLiberal Arts 24-27 /同志社女子大 0521533 真言宗豊山派布教研究所所報7-8/真

学総合文化研究所 言宗豊山派布教研究所[編]

京都女子大学人文論叢53-56 058/~当日 同志社国文学68-73/同志社大学国文

夙川学院短期大学研究紀要25-:~O/夙 学会

川学院短期大学紀要編椅委員会2.:ト30

RESEARCH rNST口1可主FORBUDDHIST CUL TURE 
R}司JkokuUniversiry (則BC)
Kyo(o， ]apan Dωmher 2012. 
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